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・オーダーメイド型研修の企画・立案のご参考としてください。
・現在実施可能なコースの事例集です。
・カリキュラム等に施設の希望を追加することや研修テーマの変更も可能です。
・研修に受講生用パソコンやインターネット環境が必要な場合は明記してあります。
・通信活用に対応する研修も明記してあります。
・「オーダーメイド型研修計画の手引き」のコース例一覧（Ｐ364～365）もご確認願います。
・ は新規コース、 は内容を見直したコース、 は過去に複数回実施された
コースです。

ഥਮڳফ২ග

［本研修のねらい］

職業訓練は䝙ー䝈等の変化に伴って、カリキュラムᨵ⦅や᪂たなカリキュラムを作りฟす必せ性があります。
本研修では、職業訓練カリキュラムの作り方に関するᇶ本的なスキ䝹を㌟に௜䛡ることを┠ᣦします。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ カリキュラム開Ⓨのᴫせ
（１）本䝁ースのᴫせとカリキュラム開Ⓨの௒᪥的䝙ー䝈
（２）カリキュラム開Ⓨのᴫせ

２ カリキュラム開Ⓨの䠬䠠䠟䠝
（１）訓練カリキュラム開Ⓨのὶれ（䠝䠠䠠䠥䠡䝰䝕䝹）
（２）ᵝ䚻なカリキュラム開Ⓨの⪃䛘方と方法
（３）カリキュラム開Ⓨのポイントと␃意Ⅼ
（４）カリキュラム開Ⓨ₇習１
（５）カリキュラムのホ౯
（６）カリキュラム開Ⓨ₇習２

研修名

（７）カリキュラムのホ౯

３ ⥲ᣓ
（１）効ᯝ的・効率的カリキュラムの作り方
（２）⥲ᣓ

2

注）この研修の実施には
受講生用にネットワーク
⎔ቃの䠬䠟が必せです。
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［本研修のねらい］

訓練生が確䛛なᢏ能やែᗘを㌟に௜䛡るためには、訓練の䝂ー䝹䠙訓練┠ᶆを明確化し、⌧≧とのᕪを分析した上で、
䝂ー䝹へᑟくためのᣦᑟ内容を検討することがḞ䛛せません。そのᡭ法の୍䛴がᏛ習┠ᶆ分析です。

本研修では、Ꮫ習┠ᶆの分析・ᅗゎ化を通䛨て、ᣦᑟ上の㔜せⅬや訓練㡰ᗎ、訓練課題な䛹をᐈほ的に分析します。これに
䜘り、具体的なᣦᑟ内容を検討できる䜘䛖になります。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 訓練ᣦᑟの䝂ー䝹のᅗゎ化の意⩏
䝂ー䝹の可ど化䛛ら問題Ⅼの可ど化へ

２ Ꮫ習┠ᶆ分析ᅗ
（１）┠ᶆ分析法のᴫせと適用౛
（２）Ꮫ習┠ᶆ分析ᅗの作成方法

３ 認▱ᚰ理Ꮫ、 I D * のほⅬ䛛ら䜏た課題㓄⨨の␃意Ⅼ
（１）訓練生の認▱活ື䝧ーシック䝺䝧䝹と課題䝺䝧䝹とのᩚ
合性

（２）「やるẼ」をᘬきฟす䜿ラーのA R C S 䝰䝕䝹

研修名

４ 実習   
（１）訓練の䝂ー䝹（ᑵ職、訓練┠ᶆ、等）に䛴いてのᏛ
習┠ᶆ分析

（２）「ᮃましい≧ἣ」と「⌧≧」のᕪの分析
（３）ᣦᑟ内容と訓練課題の᱌ฟと⦅成

５ ⥲ᣓ
（１）実習成ᯝ≀の報告と意ぢ஺᥮
（２）研修の⥲ᣓ

3

注）この研修の実施には
受講生用にネットワーク
⎔ቃの䠬䠟が必せです。

［本研修のねらい］

➨4ḟ産業㠉࿨のᢏ⾡せ⣲の1䛴であるクラウ䝗サービスの利用に必せとなる、ITリテラシのᇶ♏とクラウ䝗䝁ン䝢ューティン䜾ᴫせとᇶ
♏ᢏ⾡を習得します。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（䜸ンライン研修）

１ ITリテラシのᇶ♏
（１）クラウ䝗サービスに必せなITリテラシのᇶ♏

（２）クラウ䝗サービス利用に必せなᇶ♏作業

研修名

4

２ クラウ䝗䝁ン䝢ューティン䜾のᇶ♏
（１）クラウ䝗の䝁ンセプト
（２）୺せなクラウ䝗サービス
（３）セキュリティ
（４）アーキテクチ䝱のタ計
（５）クラウ䝗䜶䝁䝜䝭クス

クラウ䝗の▱㆑とスキ䝹を㌟に௜䛡、඲体的な理ゎを効ᯝ的に説明できることを┠的として、AWS 認ᐃ Cloud Practitionerお䜘
䜃AWS Academy 認ᐃ講ᖌCloud Foundationsに必せとなる▱㆑・ᢏ⾡を習得します。
受講にはAWS Academyへの教⫱ᶵ関Ⓩ㘓を推奨します。ヲしくは研修課までお問い合わせください。
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［本研修のねらい］

もの䛵くりの業務のὶれと各㒊㛛（企画、開Ⓨ、〇㐀、㉎㈙）のᙺ๭とᶵ能に䛴いてᏛ䜃、もの䛵くりプロセス඲体のしく䜏を理ゎするとと
もに、 もの䛵くり⌧ሙでの䝁ストపῶをྵめた生産性向上のための௙事の㐍め方、問題ⅬのⓎぢ・ᨵၿへのྲྀり⤌䜏を習得します。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１．生産活ືのᇶ本

２．生産⌧ሙの問題Ⅼとは

３．⌧≧分析とム䝎のⓎぢ

４．ム䝎とはఱ䛛

５．⌧≧分析

研修名

６．ム䝎のⓎぢ

７．⌧ሙのᨵၿ

䠔．ᨵၿのᡭ㡰

䠕．効ᯝ的なᨵၿのためのポイント

１䠌．⥲合₇習

１１．まとめ

5

［本研修のねらい］

䝕ジ䝍䝹ே材の⫱成が大きなテー䝬となる୰、職業訓練においてもDX化がᛴ務となっています。本研修では、඲てのᣦᑟဨを対㇟に⡆
༢な事౛と実習を通䛨て、䝕ー䝍の収集と分析、可ど化、䝁䝭ュ䝙䜿ーションの方法をᏛ䜃、䝕ー䝍を活用した職業訓練のあり方への理ゎ
を῝めます。この研修の受講に䜘り、௒ᚋの業務・訓練に䝕ー䝍をい䛛に利活用してい䛡䜀䜘いの䛛の䝠ントとなります。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（䜸ン䝕䝬ン䝗＋事前課題＋集合研修）

１．DXの推㐍に関する⌧≧と課題
２．職業訓練のDX化と䝕ィジ䝍䝹ே材の⫱成

䡚職業大にお䛡る事౛⤂௓䡚

３．䝕ー䝍収集とその準備
４．実習：訓練䝕ー䝍収集と分析のᡭ法
５．䝕ー䝍の可ど化とその意࿡

研修名

６．職業訓練と䝕ー䝍の利活用
７．䝕ー䝍・䝁䝭ュ䝙䜿ーション
䠔．ᢏ能訓練にお䛡る䝕ー䝍活用

6

受講上の注意
受講者用PC、イン䝍ーネット⎔ቃが必せとなります。事前課題は、Google䝣䜷ームを౑います。
䜸ン䝕䝬ン䝗、事前課題ᥦฟ可能な᪥⛬でお⏦し㎸䜏ください。 （౛： 㐌に３᪥、１᪥３䠌分課題にྲྀり⤌䜐ሙ合、４㐌 が必せとなります。）
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［本研修のねらい］

［カリキュラム等］（通信活用も可）

研修名

ねらいは、᪥本ㄒᩥ書作成法をᏛ䜆ᶵ会がᑡな䛛った方やⱞᡭな方を対㇟に、他ேがㄞんで分䛛りやすいᩥ書を書くため
のポイントを体⣔的に理ゎし、ᩥ書作成ຊをアップさせることです。集合研修２᪥間の䝁ースだ䛡でなく、通信活用研修（集合
研修１᪥間＋事前課題）も可能で、受講しやすくなっています。集合研修に䛴いては、W e b の䜸ンラインでも実施できます。

研修時間：１２時間（集合研修１２時間（２᪥間）または 集合研修６時間（１᪥間）＋ 通信研修６時間）

１ 集合研修（１２時間または６時間） ２ ಶู通信研修（通信活用研修のሙ合）
1.1 本研修で対㇟とするᩥ❶に䛴いて 2.1 事前課題としてタᐃされたテー䝬に䜘るᩥ書作成
1.2 ᩥ❶を作る前の準備 2.2 作成したᩥ書の㏦௜（研修実施施タ 䊻 職業大）
1.3 ᩥ❶඲体を⤌䜏❧てる方法 2.3 ᢸᙜ教ဨに䜘るῧ๐ᣦᑟ
1.4 ẁⴠの⤌䜏❧て方 2.4 ῧ๐⤖ᯝの㏦௜（職業大 䊻 研修実施施タ）
1.5 ᩥ❶のὶれとᩥのᵓ㐀
1.6 分䛛りやすい⾲⌧
1.7 ᩥ書作成₇習（研修時間が12時間のሙ合）

注）この研修の実施には
テキスト㉎ධが必せです。

7

［本研修のねらい］

ᤵ業に౑用する䠬䠬䠰等のᥦ♧資料は訓練効ᯝを上䛢る䛖䛘で大きなᙳ㡪をᣢ䛱ます。ᣦᑟဨが᪥䚻作成する講⩏のᥦ♧・㓄ᕸ資料
はከくがᣦᑟဨのヨ⾜㘒ㄗに౫るもので、作成に㝈⏺をឤ䛨るᣦᑟဨもከいとこ䜝です。「ㄽ理的でない、䝕ザイン性がᝏい、ど認性が
ᝏい、ᩥᏐがከくてぢ䛪らい、ストーリー性がない、分䛛り䛪らい、ア䝙䝯ーションが⑂れる」等講⩏資料に対するⱞ情や୙‶やᝎ䜏を検
ド・分析し、それを㣕㌍的にᨵၿ・ブラッシュアップする研修です。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１．⌧≧のプ䝺䝊ン講⩏資料の検ドと分析

２．ロジカ䝹シンキン䜾で⪃䛘るᡭ㡰
・ㄽ理的なᵓ成とは
・ඹឤを得るために
・講⩏資料の䝹ー䝹

３．講⩏資料䝕ザインのᇶ本▱㆑

研修名

４．ᩥ❶とᅗゎの䝹ー䝹

６．䠬䠬䠰のᇶ♏と応用

７．䠬䠬䠰の᭱大活用法

䠔．実習（⌧≧䛛らのᨵၿとブラッシュアップ）

8
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［本研修のねらい］

䜸ンライン訓練の特徴に䝣䜷ーカスした 講⩏資料のᙧែをᏛ䜃ます。前༙では資料作成のᇶ♏▱㆑も確認しますので㡰を㏣ってᏛ䜉
ます。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１．プ䝺䝊ン資料のᵓ成⾡

２．䜸ンラインに効く䟿ᩥ❶情報のぢ䛘る化

３．䜸ンラインでもఏわる䟿䝕ザインの▱㆑

研修名

４．既Ꮡ資料を䜸ンラインに対応させるための注意Ⅼ

５．䝒ー䝹※のテク䝙ックとカス䝍䝬イ䝈

６．⮬分の資料を䜸ンラインに対応させ䜘䛖

9

䈜㻌䝒ー䝹はMicrosoft office の PowerPoint を౑います。

受講上の注意
研修実施には 受講者PCཬ䜃 Microsoft office PowerPoint が必せとなります。

［本研修のねらい］

職業訓練のDXを┠ᣦし、その୍ṌとしてICTを活用したᣦᑟ方法の㔜せ性を理ゎし、「ఏ䛘やすい・分䛛りやすい」䝁ンテン䝒
作成に䛴いて実践的なᢏ⾡を習得します。

［カリキュラム等］（通信活用）

研修名

1 0

研修時間：１２時間（䜸ン䝕䝬ン䝗研修（１᪥）＋対㠃研修（１᪥））

１．ICT活用事౛⤂௓

２．䝁ンテン䝒タ計

３．ື画⦅集

４．ᶍᨃᤵ業の準備

５．Ⓨ⾲会

６．඲体講ホ

研修受講にあたってのご注意
・各施タに᧜ᙳᶵჾ（ス䝬ート䝣䜷ンな䛹）ཬ䜃ビ䝕䜸⦅集用

PCが必せです。ື画⦅集䝋䝣トはOSにᶆ準ᦚ㍕されて
いるMicrosoft Clipchampを利用いたします。

・対㠃研修は⮬施タの実習ሙでື画を᧜ᙳします。
・各⛉䜾䝹ープ（3䡚５名/䜾䝹ープ）で１䛴のテー䝬を
㑅ᐃし、ICTを活用したᶍᨃ訓練（10分⛬ᗘ）を実施します。

・１䡚３：䜸ン䝕䝬ン䝗研修
・４䡚６：対㠃研修
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［本研修のねらい］

・能ຊ開Ⓨ施タにお䛡る教材（WEB教材もྵ䜐）やධヨ問題の作成ཬ䜃PR・ᗈ報資料作成୪䜃に䜸ンライン訓練や䝋䝣トウ䜶
アの౑用等において、ⴭ作ᶒに「₯䜐問題」をぢᢤくຊを௜䛡、トラブ䝹にならないための຺ᡤを習得します。
・通信活用ᆺ（課題+1᪥：6時間）を୺としますが、通ᖖの（2᪥間：12時間）の集合研修も可能です。
・ⴭ作ᶒの他、特チᶒ、ၟᶆ等の▱的㈈産ᶒの研修も可能です。講ᖌは⌧ᙺのᘚ理ኈがᢸᙜします。

［カリキュラム等］（通信活用）

䕔ಶู通信研修 （事前ཪは事ᚋ課題 ᮇ間１䞄᭶⛬ᗘ）
・ⴭ作ᶒにಀるᢥ୍問題や䝺ポートᥦฟ、ῧ๐あり

䕔集合研修 ６時間（１᪥）
１．ⴭ作ᶒのᴫせ
（１）▱的㈈産ᶒとⴭ作≀の種類（㈈産ᶒとே᱁ᶒ）
（２）ⴭ作ᶒのᶒ利ไ㝈つᐃ
（３）ⴭ作ᶒᨵṇのポイント
（４）ⴭ作ᶒ౵ᐖのせ௳
（５）ⴭ作ᶒ上のዎ⣙のポイント、⨩๎ な䛹

研修名

２．対㇟にಀる事௳、ุ౛
※䜾䝹ープワーク、䜿ースス䝍䝕ィ

３．訓練⌧ሙにお䛡るⴭ作ᶒの課題とその対応
※䜾䝹ープワーク、䜿ースス䝍䝕ィ

４．まとめ

1 1

［本研修のねらい］

・プロとしてのᢏ⾡者にồめられる㈐௵、能ຊ、▱㆑、౯್ほを確認し、᪂しい時௦にồめられるᢏ⾡者ീをඹ᭷します。
・倫理的な問題に┤㠃したときに䛹䛖⾜ືす䜉き䛛、具体事౛で₇習し、ุ᩿と⾜ືタ計の方法を㌟に╔䛡ます。
・ᢏ⾡者や企業・⤌⧊にồめられる♫会的㈐௵のୡ⏺ᶆ準をᏛ䜃、倫理リスクのண㜵法をᏛ䜃ます。

［カリキュラム等］（通信活用も可）

研修名

1 2

研修時間：１２時間

１．ᢏ⾡のプロ䝣ェッショ䝘䝹としての㈐௵と倫理 ４．ᢏ⾡者の♫会的㈐௵（ISO26000他）

２．そのとき䛹䛖⾜ືす䜉き䛛ーඃれたุ᩿と⾜ືタ計 ５．企業・⤌⧊の♫会的㈐௵と倫理リスク

３．⤌⧊の୰で䛹䛖⾜ືす䜉き䛛 ６．᪂しい時௦にồめられるᢏ⾡者ീ
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［本研修のねらい］

ᬑ通課⛬やᑓ㛛課⛬等にお䛡るⓎ⾲会（Ꮫ内Ⓨ⾲会（ポリテクビジョン等）、Ꮫ会等）において、訓練生やᏛ生がண✏やㄽᩥ
を作成するにあたって、そのᙺ๭や作成のポイントをᣦᑟできることを┠ᣦします。
なお、受講者⮬㌟が、Ꮫ会等のㄽᩥを作成する㝿にも参⪃になります。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥのᙺ๭
（１）Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥのᙺ๭
（２）Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥを作成するにあたって

２ Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥの作成法
（１）Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥのᵓ成
（２）ᗎㄽの書き方
（３）実㦂・実習、研✲の方法の書き方
（４）実㦂・実習、研✲の成ᯝの書き方
（５）⪃ᐹの書き方
（６）⤖ㄽの書き方

研修名

３ Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥの作成ᣦᑟ法
（１）Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥのᵓ成のᣦᑟ法
（２）書き方のᣦᑟ法

４ ㄽᩥの作成
（１）Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥのᵓ成
（２）Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥの作成

５ Ⓨ⾲ཎ✏やㄽᩥのῧ๐₇習

６ ḟのステップへの準備

1 3

［本研修のねらい］

ᇶ本的なᣦᑟᢏ⾡・ᢏ法や教材ᥦ♧のᢏ⾡を䝺ビューし、更なる䝺䝧䝹アップをᅗることを┠的に効ᯝ的なᢏ能ᣦᑟ法を理
ゎすることを┠ᣦします。ᑓ㛛分㔝の訓練を適ษ・Ᏻ඲䛛䛴効ᯝ的に実施するため、ᑓ㛛分㔝の職業⎔ቃの⌧≧をᢕᥱし、
ồめられる能ຊの特徴に応䛨たᣦᑟ計画の❧᱌や訓練実施に必せな能ຊを習得します。
䈜職業訓練ᣦᑟဨの経㦂が3ᖺᮍ‶の方を対㇟とします。

［ カリキュラム等］

研修時間：１䠔時間（３᪥間）

１ ᣦᑟဨのᙺ๭に䛴いて
２ ᣦᑟᢏ⾡・ᢏ法
３ 教材ᥦ♧のᢏ⾡
４ 実₇のᢏ⾡

５ 講⩏/実ᢏのためのᤵ業の準備
（１）講⩏/実ᢏ課題の㑅ᐃ
（２）ᣦᑟ᱌の作成
（３）教材・資料の作成

研修名

６ ᶍᨃᤵ業の実施(講⩏/実ᢏ)

７ ᶍᨃᤵ業の┦஫ホ౯とᨵၿ

䠔 ⥲合ホ౯

䠕 ⥲ᣓ

1 4

注）この研修の実施には
受講生用にネットワーク
⎔ቃの䠬䠟が必せです。

─ 370 ─ ─ 371 ─
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［本研修のねらい］

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修名

1 5

訓練の説明では、ᮍだにᣦᑟဨが実践作業をぢせながらᣦᑟすることがከいが、実習ᐊの容㔞、受講者ᩘ、≀ရの㓄⨨な䛹に䜘り等
しくぢᏛすることができ䛪に理ゎがపୗすることがあります。さらに、䜘そぢや注意ᩓₔなぢᏛに䜘り、୍ᗘの実践ᥦ♧だ䛡では理ゎが得
られないሙ合もあります。
本研修では、訓練にて必せなື作やᡭ㡰等を♧したື画をPowerPointやWindowsMovieMaker等を用いて⮬ら作成し、それらを講⩏・説

明に活䛛せる実㦂・実習ができることを┠ᶆとします。

研修時間12時間（䡁ラー䝙ン䜾６時間+ 集合研修６時間）

１ 䝍ブ䝺ットを活用したᢏ能ᣦᑟ法
（䡁ラー䝙ン䜾䠃₇習課題）

２ 実践事౛とその効ᯝ
（䡁ラー䝙ン䜾䠃₇習課題）

３ （ᢸᙜ訓練の）䝍ブ䝺ットを活用した教材作成₇習

４ 教材を౑ったᣦᑟ法の討ㄽ会

５ ඲体講ホ、まとめ

研修名

※本研修は、通信活用ᆺとなっており、䡁ラー䝙ン䜾時に課題
がᥦ♧され、集合研修᪥の３᪥前までにྲྀり⤌んだ⤖ᯝを研
修課にᥦฟいただきます。ᥦฟいただいた課題に䛴いては、
集合研修でゎ説を⾜いますので、課題のྲྀᢅい等のヲ⣽は
事前に㏦௜される実施通▱をご参↷ください。
※䝍ブ䝺ットが１ே１ྎ必せになります。

［本研修のねらい］

〇㐀⌧ሙにおいて、ᵝ䚻なものやことがぢ䛘ないことに䜘って、ムリ、ムラ、ム䝎がⓎ生し、生産性のపୗが㉳こります。⣡ᮇに間に合わ
ない、利┈がฟない、ရ㉁がᝏ化するな䛹⤖ᯝ的に㢳ᐈの‶㊊ᗘをୗ䛢るだ䛡でなく⌧ሙの䝰チ䝧ーションがୗがります。
本研修ではᨵめてぢ䛘る化の意⩏をᩚ理するとともに実践的なぢ䛘る化の実౛を⤂௓していきます。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１．ぢ䛘る化の意⩏とᙺ๭

２．５S、４Mのぢ䛘る化
（１）ᩚ理、ᩚ㡻のぢ䛘る化
（２）Man, Machine, Method, materialのぢ䛘る化

研修名

３．QCDS＋Iのぢ䛘る化
（１）ရ㉁のぢ䛘る化
（２）䝁ストぢ䛘る化
（３）⣡ᮇのぢ䛘る化
（４）Ᏻ඲のぢ䛘る化
（５）情報のぢ䛘る化

４．経Ⴀのぢ䛘る化
（１）┠ᶆと᪥ᖖ⟶理のぢ䛘る化
（２）ᕤሙ඲体のぢ䛘る化

1 6
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

［ カリキュラム等］（通信活用も可）

研修名

もの䛵くり企業では、事業⥅ᢎな䛹の経Ⴀ課題とᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎを関連௜て検討することがồめられます。⥅ᢎす䜉きᢏ能
やᢏ⾡をぢᴟめて、企業の✌䛠ຊの向上に䛴な䛢ることが必せです。ఏᢎす䜉きᢏ能やᢏ⾡を明ら䛛にすることで、もの䛵く
り企業での職業訓練がಁされます。
本研修では、スキ䝹䝺䝧䝹と㔜せᗘのホ౯に䜘りᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎの຺ᡤをᏛ䜃ます。

研修時間：１２時間（事前・事ᚋ課題+集合研修６時間）

（１）もの䛵くり企業にお䛡るᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎ
・意ᅗ的・計画的である䜉きᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎ
・スキ䝹䝺䝧䝹と㔜せᗘに䜘るᢏ能・ᢏ⾡

（２）ఏᢎ者䛛ら⥅ᢎ者へのᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎ
・䝰䝕リン䜾に䜘るᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎ
・実践▱に䜘る対応

（３）ᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎの⤌⧊的対応
・職ሙにお䛡る他者䛛らのᨭ᥼
・ポー䝍ブ䝹スキ䝹

（４）企業の「✌䛠ຊ」の向上
・⤌⧊的なᢏ能・ᢏ⾡ఏᢎ
・作業ᨵၿとチーム䛵くり

（５）まとめ

1 7

［本研修のねらい］

୰ᑠ企業や事業୺ᅋ体な䛹に䠫䠦䠰を活用した㉁の㧗いே材⫱成をᥦ౪するための䝜ウ䝝ウを習得することをねらいとします。
ே材⫱成のᨭ᥼を⾜っている୰ᑠ企業等の方も୍⥴に受講されると䜘り༶効性のあるᨭ᥼にྲྀり⤌䜐ことができます。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ே材⫱成の効ᯝと課題のᢳฟ

２ 意ᅗ的・計画的なே材⫱成実施のためのᇶ本せ௳

３ ே材⫱成推㐍のための具体的ᡭ法とその実習
（１）時間๭䛵くり
（２）事౛⤂௓
（３）職務能ຊ分析

研修名

４ ே材⫱成のための教材作成
（１）ᡭ㡰書の作成
（２）事౛⤂௓
（３）生産性向上と的確な䠫䠦䠰

５ ே材⫱成のᣦᑟ者㣴成
（１）ᣦᑟの４活ື
（２）事౛⤂௓
（３）「ᣦᑟの４活ືチェックシート」

６ 意ぢ஺᥮

1 8
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［本研修のねらい］

本研修では、ᣦᑟဨが訓練⛉な䛹の㐠Ⴀや䠫䠦䠰の推㐍において、必せとなるリー䝎ーシップを䜿ースス䝍䝕ィを⧊り஺䛬な
がら体㦂し、習得することを┠ᣦします。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ リー䝎ーのᙳ㡪ຊ
（１）リー䝎ーシップのᴫᛕのᩚ理
（２）リー䝎ーのᙺ๭
（３）䝍スクの明確化
（４）䜿ースス䝍䝕ィ

「開き┤る᪂ே」⦅
（５）リー䝎ーシップ・ス䝍イ䝹
（６）䝣䜷ロアーの⮬❧ᗘデ᩿
（７）リー䝎ーシップ・ス䝍イ䝹の適合
（䠔）䠫䠦䠰推㐍のポイント
（䠕）䜿ース分析

研修名

２ リー䝎ーのスキ䝹
（１）成㛗ಁ㐍に䛴ながるゝⴥ㑅䜃
（２）䝟ワーの活用
（３）㠃ㄯスキ䝹
（４）䜿ースス䝍䝕ィ

「௙事を௵せられない職ဨ」⦅
（５）䜿ース分析

３ リー䝎ーシップの活用
（１）䜿ースス䝍䝕ィ

「┦ㄯしない㒊ୗ（ྠ൉）」⦅
（２）䜿ース分析

1 9

［本研修のねらい］

ᣦᑟဨには、セ䝹䝣・リー䝎ーシップ(⮬ᕫ⤫率ຊ）がồめられています。セ䝹䝣・リー䝎ーシップをⓎ᥹するためには、⮬ᕫ理ゎを῝め、
⮬ᕫ変㠉（⾜ື変容）を㉳こすຬẼ䛵䛡（ᅔ㞴を஌り㉺䛘、変化・成㛗する活ຊを୚䛘ること）が㔜せになります。
本研修では、12のどⅬに䜘る「ຬẼ䛵䛡」の₇習で、⮬ᕫ理ゎを῝め、⮬ᕫ変㠉を実践します。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１．セ䝹䝣・リー䝎ーシップとは
リー䝎ーシップの資㉁

２．⮬ᕫ理ゎ
౯್ほ、ᙉ䜏を▱る

アン䝁ンシ䝱ス・バイアス

研修名

３．⮬ᕫ変㠉（⾜ື変容）
ຬẼ䛵䛡の₇習

４．まとめ
Ẽ䛵きの඲体ඹ᭷

2 0
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

効ᯝ的なリー䝎ーシップにồめられるスキ䝹やどⅬを、㌟㏆な題材を౑った䜿ースス䝍䝕ィや䜾䝹ープワークに䜘り習得することを┠ᣦ
します。

［カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：１２時間（事前・事ᚋ課題+集合研修６時間）

１．⌧≧ᢕᥱ

２．リー䝎ーシップとは

３．訓練生を理ゎしながらᨭ᥼するには

４．課題ゎỴに向䛡たアクション・プラン、⥲ᣓ

研修名

事前課題
１の内容でಶேワークを⾜います

集合研修
２䡚３の内容のಶேワークཬ䜃
䜾䝹ープワークを⾜います

事ᚋ課題
４の内容でಶேワークを⾜います

2 1

［本研修のねらい］

クラス㐠Ⴀ上の課題の明確化と課題ゎỴ方⟇をステーク䝩䝹䝎ー䝬ネジ䝯ント（プロジェクト䝬ネジ䝯ント）のどⅬ䛛ら、ᣦᑟဨにồめら
れるリー䝎ーシップのスキ䝹やどⅬ、ጼໃ等の習得を┠ᣦします。

［カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：１２時間（事前・事ᚋ課題+集合研修６時間）

１．ステーク䝩䝹䝎ーのὙいฟし

２．クラス㐠Ⴀ上の課題のὙいฟし

３．䝬ネジ䝯ントとリー䝎ーシップの関ಀ

４．課題ゎỴに向䛡たアクション・プラン

研修名

事前課題
１䡚２の内容でಶேワークを⾜います
（Ὑいฟしᡭ法のゎ説あり）

集合研修
３の内容を事前課題をもとに
䜾䝹ープワークを⾜います

事ᚋ課題
４の内容でಶேワークを⾜います

2 2
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［本研修のねらい］

訓練ᣦᑟやᑵ職ᨭ᥼な䛹において、訓練生やᏛ生の⪃䛘方や意ぢをᢎ認することに䜘って䝰チ䝧ーションアップに䛴な䛢る
ことが大ษです。本研修では、ᢎ認スキ䝹の向上を┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ リ䝺ーションシップ
（１）ᇶ本となる䝁䝭ュ䝙䜿ーション
（２）⮬分の༳㇟を⟶理する
（３）カウンセリン䜾䝬イン䝗のⓎ᥹

「ඹឤ・受容・ഴ⫈」
（４）合理的・ぶ࿴的䝁䝭ュ䝙䜿ーション

２ 成㛗に必せな〔め方とྏり方
（１）⮬分のストローク䝟䝍ーン
（２）〔め方（᮲௳௜⫯ᐃと↓᮲௳⫯ᐃ）
（３）ྏり方（᮲௳௜ྰᐃと↓᮲௳ྰᐃ）
（４）䜿ースス䝍䝕ィ

「ぢ㐣ごした訓練生の問題」⦅

研修名

３ 䜿ースでᏛ䜆ᢎ認スキ䝹
（１）䜿ースス䝍䝕ィ

「䜖とりୡ௦の⫱成」⦅
（２）䜿ース分析とⓎ⾲
（３）ୡ௦ㄽをㄒっても問題ゎỴはしない
（４）ឤ情の䝁ントロー䝹
（５）௙事で成ᯝをあ䛢る

４ 䜿ースでᏛ䜆㢼ᅵᨵ㠉
（１）䜿ースス䝍䝕ィ

「䝟ワ䝝ラとᣦᑟのቃ⏺」
（２）䜿ース分析とⓎ⾲
（３）ものゝいが問題をᘬき㉳こす
（４）ᣦᑟの実践

2 3

［本研修のねらい］

௒ᅇ活用する䝁䝭ュ䝙䜿ーション䝒ー䝹「䜶䝙ア䜾ラム」は、⡿ᅜで M B A 䝁ースに᥇用されている㠀ᖖにポ䝢ュラーなே材⫱
成䝒ー䝹です。᪥本でも㈈務┬をは䛨めとして、ከくの企業で活用されています。

本研修では、䜶䝙ア䜾ラムを活用し、本㉁的な⮬ᕫ理ゎと他者理ゎを῝めることで䝠ュー䝬ンスキ䝹の向上、⮬分⮬㌟と対
ேの䝁䝭ュ䝙䜿ーションຊの向上を┠ᣦします。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ⮬ᕫ理ゎと他者理ゎ、䜶䝙ア䜾ラムのᴫせ
（１）⮬ᕫ理ゎと他者理ゎの௒᪥的䝙ー䝈
（２）䜶䝙ア䜾ラムᴫせ

２   ⮬ᕫ理ゎと他者理ゎ、䜶䝙ア䜾ラム
（１）䜶䝙ア䜾ラムᥥ画（ク䝺䝶ンで⤮をᥥきます）
（２）䜶䝙ア䜾ラム䠕䛴の䝍イプ
（３）⮬㌟の䝍イプを明確にする䜾䝹ープワーク

研修名

（４）各䝍イプの成㛗方向とᅃわれの方向
（５）各䝍イプのⰋい䝁䝭ュ䝙䜿ーション
（６）各䝍イプの䝁䝭ュ䝙䜿ーションの意࿡と䝰チ䝧ーション
の意࿡

（７）各䝍イプのᙉ䜏と活䛛せるᙺ๭

３   ⥲ᣓ

2 4
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

ேにはそれ䛮れ⮬分と他ேとの஺ὶ䝟䝍ーン（ே間関ಀ）をᣢっています。この研修では䜶䝂䜾ラムを活用して、ᣦᑟဨが䛹の䜘䛖なᛮ
⪃や⾜ື䝟䝍ーンをᣢっている䛛、⮬ᕫ理ゎを῝めていくことで訓練生との䜘りⰋい対ே関ಀを⠏いていくことを┠的とします。

※䜶䝂䜾ラム・・・⮬分の୰の５䛴の⮬ᡃ≧ែがⓎしている䜶ネ䝹䜼ー㔞をᇶに、᪥㡭の⮬分のᛮ⪃や⾜ື䝟䝍ーンを▱ることができる性
᱁デ᩿䝒ー䝹です。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１．イントロ䝎クション

２．⮬ᕫ理ゎとその㔜せ性

３．⮬ᕫ理ゎ䛛ら⮬ᕫ成㛗へ（⮬ᕫ理ゎ䛛ら他者理ゎへ）

研修名

４．⪃䛘方をᰂ㌾にするト䝺ー䝙ン䜾

５．訓練生との෇⁥な䝁䝭ュ䝙䜿ーションᡭ法（ワーク）

７．まとめと䜅り䛛䛘り（㉁␲応⟅）

2 5

［本研修のねらい］

௒までの䝁䝭ュ䝙䜿ーションᡭ法では、Ꮫ生等と分䛛り合䛘ない䜿ースがቑ䛘ています。ᣦᑟဨが䝣ィー䝗バックᢏ⾡を㌟に௜
䛡ることで、ኌを᥃䛡ても཯応がⷧ䛛ったり、ክをᛮいᾋ䛛䜉られないᏛ生等とのᚰの㊥㞳を⦰めることができます。

本研修では教䛘て（ティーチン䜾）、⫈く（䝠アリン䜾）とい䛖䝁䝭ュ䝙䜿ーションの上に䝣ィー䝗バックとい䛖ᰤ㣴๣を活用すること
に䜘り、Ꮫ生等の⮬ᕫ⫯ᐃឤ、⮬୺性、能ື的な⾜ືをಁすことをねらいとしています。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 䝣ィー䝗バックのᴫせ
（１）ᣦᑟဨ䛛らᏛ生等への䝣ィー䝗バック
（２）┠ᶆタᐃ

２   ᚰᵓ䛘と関ಀ性
（１）Ꮫ生等の཯応が得られる䝁䝭ュ䝙䜿ーション
（２）Ꮫ生等との㊥㞳ឤ（஬ẁ㝵の関ಀ性）

研修名

３   ᚰᵓ䛘と関ಀ性
（１）䝠アリン䜾とティーチン䜾
（２）䝣ィー䝗バックを活䛛す方法
（３）ゝⴥとែᗘを୍⮴させた䝠アリン䜾
（４）ㄽ理的に的確にఏ䛘るティーチン䜾

４ 䝣ィー䝗バックᢏ⾡
（１）ポジティブ・䝣ィー䝗バックの຺ᡤ
（２）ネ䜺ティブ・䝣ィー䝗バックの຺ᡤ
（３）具体的な活用方法の⪃ᐹ

2 6
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［本研修のねらい］

᫖௒のປാேཱྀのῶᑡに伴い、あら䜖るୡ௦の活㌍が必せとされる୰、キ䝱リア⮬ᚊ(ಶே୺ᑟᆺのキ䝱リア䝕ザイン）の⪃䛘方が㔜
せとなっています。ᣦᑟဨは、訓練生がᑗ᮶のキ䝱リアに向䛡て、⮬ᚊ・⮬㉮できる䜘䛖にᣦᑟする必せがあります。
本研修では、具体的にキ䝱リア⮬ᚊ（ാき方、Ꮫ䜃方、生き方のリ䝕ザイン）の⪃䛘方や方法に䛴いてᏛ䜃ます。

［カリキュラム等］（通信活用も可）

研修時間：１２時間

１．キ䝱リア⮬ᚊとはఱ䛛
キ䝱リアのᐃ⩏

２．ാく┠的を▱る（ാき方）
⮬分を企画する

研修名

３．Ꮫ䜆方向性
♫会がồめるே㈈

４．䜘りⰋく生きる（Well-beingな生き方）
ே間ຊを☻く

５．まとめ
୕䛴のあり方（ാき方・Ꮫ䜃方・生き方）の⤫合

2 7

［本研修のねらい］

訓練生にとってᵝ䚻な⌧ሙで㉳こる問題Ⅼを᪩ᮇにⓎぢしゎỴをᅗるテク䝙ックを㌟に䛴䛡る事は᪩ᮇの習⇍とい䛖どⅬでも
㔜せなスキ䝹とい䛘ます。
本研修ではあら䜖る訓練を⿵᏶するテク䝙ックとして䇾５S䇿、䇾ム䝎ྲྀり䇿、䇾ぢ䛘る化䇿といった生産性向上のⅭのᇶ♏的ᡭ法

の修得を┠ᣦします。

［カリキュラム等］（通信活用も可）

研修時間：１２時間

１． 䡞∦௜䛡上ᡭは௙事上ᡭ䟿䡟
（１）５Sのᐃ⩏・㔜せ性と㐍め方
（２）５Sのイ䝯ージは事౛䛛ら

２．䡞௜加౯್を生まない௙事はす䜉てム䝎䟿䡟
（１）7䛴のム䝎のᐃ⩏
（２）ECRS
（３）ᮘ上ム䝎ྲྀり₇習

研修名

３．䡞な䛬こんな問題が㉳こる䠛はま䛪ぢ䛘る化䛛ら䡟
（１）ᵝ䚻なぢ䛘る化事౛
（２）QC7䛴㐨具
（３）ITに䜘るぢ䛘る化の㐍化

４．䡞ゎỴ⟇は⌧ሙに᭷り䟿䡟
（１）ㄽ䜘りドᣐ
（２）┿ᅉを䛴䛛䜐Ⓑを௜䛡る

2 8
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

ᑗ᮶をᛮいᥥ䛡ないᏛ生や訓練生に対して、「⮬分はఱ者䛛䠛」、また「䛹の䜘䛖なᮍ᮶をᡭにධれたいの䛛䠛」な䛹を明確
にすることで、テイキン䜾チ䝱ージ（㈐௵を㈇䛖）の㔜せ性を理ゎし、⮬分らしい生き方をしてもらいまし䜗䛖。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ⮬分らしさの᥈✲（⮬ᕫ理ゎ）
（１）⮬ᕫ分析
（２）⮬ᕫ開♧
（３）もの䛵くりのୡ⏺にお䛡る⚾のアイ䝕ンティティ
（４）⮬分らしさのⓎぢ

２ ᛮ⪃のᰂ㌾性
（１）ᛮ⪃のᖜをᗈ䛢る
（２）䜿ースでᏛ䜆ᛮ⪃ຊのᙉ化
（３）情ືとㄽ理のバランス
（４）アン䜺ー䝬ネジ䝯ント

研修名

３ テーキン䜾チ䝱ージとは
（１）これまでの体㦂䛛ら⮬分のⰋさをⓎぢする
（２）ㄡもが⤖ᯝ㈐௵を㈇っている
（３）⮬分の成㛗を㜼んでいるものはఱ䛛
（４）௒ᚋ、⮬分がやる䜉きこと

４ ᑗ᮶へのᥦ᱌
（１）䝣ィー䝗䝣䜷ワー䝗
（２）⚾のᥦ᱌と䝣䜷ロー
（３）ᘓタ的な䝯ッセージの㏦り方

※䝁䝭ュ䝙䜿ーションの㉁を㧗める。

2 9

৾েृธಫেのॸॖय़থॢॳকش४

※研修䝙ー䝈に合わせて、カス䝍䝬イ䝈します。

［本研修のねらい］

Ꮫ生や訓練生の「成㛗ಁ㐍」、「⮬ᚊ性」、「ㅉめないຊを⫱䜐」、「キ䝱リアᙧ成」な䛹をᨭ᥼するための㠃ㄯ法の１䛴「１o n １
䝭ーティン䜾」の┠的を理ゎして、ワークショップᙧᘧで効ᯝ的な実施方法をᏛ䜃まし䜗䛖。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ １on１䝭ーティン䜾の඲体ീ
（１）┠的の理ゎ
（２）ᮇᚅできる効ᯝ
（３）具体的な実施方法

２ アジェン䝎のタᐃ
（１）Ꮫ生や訓練生にᮇᚅすること
（２）Ꮫ生や訓練生が┠ᣦしていること
（３）アジェン䝎のὙいฟし

３ 䝭ーティン䜾計画

（１）対ヰ内容の㑅ᢥ
（２）時間・ሙᡤのタᐃ（ೃ⿵のὙいฟし）

研修名

４ 備䛘る䜉きスキ䝹
（１）Ꮫ生や訓練生の課題㐩成へのᨭ᥼スキ䝹
（２）Ꮫ生や訓練生の生活ᣦᑟにᙺ❧てるスキ䝹
（３）ティーチン䜾と䝁ーチン䜾の౑い分䛡
（４）䝣ィー䝗バック・スキ䝹

５ １on１䝭ーティン䜾の実践
（１）䜿ースス䝍䝕ィ
（２）䜿ースにᇶ䛵いた䝭ーティン䜾
（３）スキ䝹のᨵၿ⾜ື

3 0

ॸॕথॢदਦ౅ঢ়બ॑ଡണघるش঑ڭonڭ

※研修䝙ー䝈に合わせて、カス䝍䝬イ䝈します。
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［本研修のねらい］

ᩘᏐがྲྀれて㢳ᐈに‶㊊してもら䛘཮方が⣡得いく஺΅をしていくためのスキ䝹を㌟に௜䛡ます。஺΅でのヰし方や⫈き方
を୰ᚰにゼ問・応対スキ䝹をᙉ化します。（企業ゼ問な䛹具体的にシーンู₇習を⾜います。）

［ カリキュラム等］（通信活用も可）

研修時間：１２時間（２᪥間）または（通信活用研修）

１ 䜸リ䜶ンテーション
஺΅のⱞᡭ意㆑をᡶᣔする
஺΅はお஫いの関ಀを䜘りᙉᅛなものにする

２ ஺΅のᇶ本せ⣲
（１）஺΅とは཮方の合意Ⅼを䜏䛴䛡ること
（２）஺΅のᚰᵓ䛘とスキ䝹ᙉ化のポイント

３ ஺΅に必せな事前準備
（１）リサーチຊ
（２）┦ᡭを理ゎし情報を得る
（３）₯ᅾ䝙ー䝈を᥈る
（４）౯್をᥦ౪する資料作成の䝁䝒

研修名

４ 信㢗されるゼ問対応ຊ
䝍イム䝬ネジ䝯ントとゼ問・応対スキ䝹

５ ༳㇟ຊのᙉ化 㠀ゝㄒ䝁䝭ュ䝙䜿ーション
（１）༳㇟ຊと信㢗関ಀ እぢと⾜ື
（２）⮬㌟の༳㇟ຊを確認、ዲឤをもってもら䛖䝁䝒

６ ヰし方とഴ⫈ຊをᙉ化する ゝㄒ䝁䝭ュ䝙䜿ーション
（１）┦ᡭに合わせたヰし方
（２）認㆑の䛪れへのẼ䛵きと応㓘ヰ法
（３）説得ຊのあるわ䛛りやすい説明
（４）ഴ⫈ຊを㧗める

７ ₇習
シーンูのロー䝹プ䝺イン䜾

3 1

［本研修のねらい］

企業へのゼ問や受講者への応対時、▱らない間に┦ᡭを୙ᛌにしていないでし䜗䛖䛛。ここではいまさら⪺䛡ないゼ問・応
対時の䝬䝘ーや䝍ブーな䛹を෌確認します。また㝵ᒙู（ⱝᡭ・୰ሀ）にồめられるビジネス䝬䝘ーを意㆑し、ゼ問・応対スキ
䝹をᙉ化します。（企業ゼ問や施タ内ぢᏛな䛹具体的にシーンูに₇習を⾜います。）

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 䜸リ䜶ンテーション
㝵ᒙごとにồめられるビジネス䝬䝘ーを意㆑する

２ ༳㇟ຊをᙉ化する
（１）༳㇟ຊと信㢗関ಀ
（２）₇習

・ ⮬㌟の༳㇟ຊを確認

３ ゼ問スキ䝹をᙉ化する
（１）ゼ問準備の䝬䝘ー

・ アポイント・ฟⓎ・受௜
（２）ゼ問時の䝬䝘ーと䝍ブー

・ 上ྖや㒊ୗがྠ⾜のሙ合

研修名

（３）名่஺᥮の䝬䝘ー
（４）名่₇習

・ １対１஺᥮ ྠ時஺᥮
・ 」ᩘ஺᥮のポイント

４ ビジネス䝯ー䝹のᇶ本
受信者の❧ሙを⪃䛘る

５ 応対スキ䝹ᙉ化する
受௜時の䝬䝘ーと䝍ブー
・ 䜶䝺䝧ー䝍、㝵ẁ、教ᐊ・訓練施タな䛹

６ ₇習
シーンูのロー䝹プ䝺イン䜾

3 2
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

ク䝺ームとはఱ䛛を▱るとともに、ク䝺ーム対応のᇶ本と⪃䛘方ཬ䜃ᇶ♏的な対応方法を習得することを┠ᣦします。

［ カリキュラム等］（通信活用も可）

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ク䝺ームとは
（１）ク䝺ームとはఱ䛛
（２）ク䝺ー䝬ーのᚰ理
（３）ク䝺ームの種類
（４）ク䝺ームへのᚰᵓ䛘

２ ク䝺ーム対応のᇶ本と⪃䛘方
（１）ጼໃとែᗘ
（２）ク䝺ーム対応の3 ẁ㝵
（３）事౛と䝕ィスカッション

研修名

３ ク䝺ーム対応方法
（１）ク䝺ームを受䛡るഃのᚰ理
（２）必せな関ಀ性のᵓ⠏
（３）ク䝺ームឤ情の受䛡Ṇめ方

４ ク䝺ーム対応の実㝿
ロー䝹プ䝺イ

５ ク䝺ームのண㜵

６ ឤ情の䝁ントロー䝹
（１）アサーション
（２）ᛣりの䝁ントロー䝹

3 3

［本研修のねらい］

ク䝺ームはึᮇ対応をあやまると 䜘り」㞧化、῝้化する事౛がከくぢられます。
本研修では ึᮇ対応ຊを上䛢るための 接㐝のスキ䝹をᏛ䜃、ク䝺ームの⃭化を㜵䛠方法を㌟に䛴䛡ます。また、ク䝺ームの㉳こる⫼

ᬒやせᅉを▱り、ク䝺ーム⃭化の䝯カ䝙䝈ムも⪃䛘ます。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１．ク䝺ームが㉳こる⫼ᬒ
・おᐈᵝ⮳上୺⩏

・SNSのᬑཬ 他
２．ク䝺ームの㉳こるᚰ理

３．ク䝺ーム⃭化の䝯カ䝙䝈ム

研修名

４．ึᮇ対応ຊに必せな接㐝⾡１䡚3

５．₇習

６．まとめ

3 4
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［本研修のねらい］

ビジネス䝟ー䝋ンにとって事ᨾや୙具合、トラブ䝹やク䝺ームが㉳きる前にリスクをணぢし、ண㜵できるスキ䝹は必せです。
ᬑẁ䛛ら࿘りでの䝠䝲リ䝝ットにᩄឤになり、⤌⧊や⮬㌟をᏲるスキ䝹・䝬イン䝗を㣴成します。

［ カリキュラム等］（通信活用も可）

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ リスク䝬ネジ䝯ントのどⅬ
（１）リスクとは䠛
（２）な䛬リスク䝬ネジ䝯ントが必せなの䛛䠛
（３）䝯リットと䝕䝯リット

２ ே間の認㆑ᵓ㐀
（１）ே間の認㆑
（２）እ的せᅉと内的せᅉ
（３）ಶேワーク：タᐃሙ㠃のリスクを⪃䛘る

３ 䝁ンセンサス実習
（䜌くらのリー䝎ーワーク）

研修名

（１）䝁ンセンサス（඲ဨの合意）の意࿡を理ゎする
（２）実施㐣⛬の୰で、ಶேのാきやᙳ㡪に䛴いて Ẽ䛵く
（３）ワークを通して、ク䝺ームのⓎ生せᅉを理ゎする

４ 実践ワーク：ከᵝ性認㆑実習（㈶成・཯対討ㄽ）
（１）ே間の認㆑が䛹の䜘䛖に㉳こるの䛛にẼ䛵く
（２）Ⰽ䚻などⅬ䛛ら≀事をほる必せ性を認㆑する
（３）❧ሙと⪃䛘方の関ಀを認㆑する

５ まとめ：リスク対⟇
（１）リスク対⟇を⪃䛘る（事౛をもとに）
（２）⾜ື計画の⟇ᐃ

3 5

［本研修のねらい］

⮬分⮬㌟のᛣりを理ゎし、上ᡭに䝁ントロー䝹することで、職ሙ内や訓練生との䝁䝭ュ䝙䜿ーション向上や問題ゎỴ、䝝ラス䝯
ントண㜵にᙺ❧てることができます。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１．ᛣりの䝬ネジ䝯ントとは

２．ᛣりの性㉁
・ᛣってはだめなの䛛
・問題となる４䛴のᛣり
・ᛣりは➨஧ḟឤ情

研修名

３．⚾た䛱をᛣらせる「䜉き」に䛴いて
・「䜉き」のቃ⏺⥺
・⮬分の「䜉き」・他ேの「䜉き」

４．ᛣりのឤ情を上ᡭに䝁ントロー䝹するために
・ᛣりの連㙐を᩿䛱ษるには

５．まとめ

3 6
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

受講者のリー䝎ーでありᶍ⠊となるᣦᑟဨは、䝁ンプライアンスをᛕ㢌に⨨いた⾜ື・対応ཬ䜃ឤ情を䝁ントロー䝹して適ษ
な問題ゎỴや䝁䝭ュ䝙䜿ーションに⤖䜃䛴䛡るスキ䝹がồめられています。本研修では、䝁ンプライアンス意㆑の向上とᛣり
の䝁ントロー䝹法に䛴いて習得することを┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 䝁ンプライアンス意㆑に䜘る༴ᶵ⟶理能ຊ
（１）䝁ンプライアンスの▱㆑（講⩏）
（２）䝁ンプライアンス意㆑チェック（ワーク）
（３）䝁ンプライアンス事౛検討（講⩏・ワーク）
（４）䝁ンプライアンス・セ䝹䝣チェックシート作成（ワーク）
（５）䠯䠪䠯でẼを௜䛡ること（講⩏）

２ 䝝ラス䝯ントの理ゎと対応方法
（１）䝝ラス䝯ントの▱㆑（講⩏）
（２）䝝ラス䝯ント・⮬ᕫⅬ検（ワーク）
（３）䝝ラス䝯ント認㆑ᗘチェック（講⩏・ワーク）
（４）䝝ラス䝯ント┦ㄯ対応（講⩏・ワーク）

研修名

３ Ꮫ生ᣦᑟに活䛛すᛣりの䝁ントロー䝹
（１）ᛣりの䝁ントロー䝹とは䠛（講⩏）
（２）ᛣりのឤ情ってఱ䠛（講⩏・ワーク）
（３）イライラ・ムカムカのṇ体とは䠛（講⩏・ワーク）
（４）ᛣりの対ฎ法（講⩏・ワーク）

3 7

［本研修のねらい］

䝺ジリ䜶ンスとは「ᙎຊ性」「ᅇ᚟ຊ」を意࿡するゝⴥです。ඛ⾜きが୙㏱明で、ᑗ᮶のண がᅔ㞴な≧ἣでは、඲てを計画通りに⾜䛖こと
は㞴しく、またᅔ㞴な≧ἣに┤㠃するሙ㠃では、ᝒほ的になりす䛞䛪、ᰂ㌾に対応していくことがồめられます。⤌⧊内の䝺ジリ䜶ンスを向
上させるためには、ಶேを䜶ン䝟ワーする方法と⎔ቃにാき䛛䛡る方法があります。
本研修では、䝺ジリ䜶ンスの理ゎを῝め、䝺ジリ䜶ンスのಶே的せᅉと⎔ቃ的せᅉにാき䛛䛡る方法をᏛ習します。

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：１２時間（䜸ン䝕䝬ン䝗研修）

１．䝺ジリ䜶ンスとは
（１）䝺ジリ䜶ンスのチェック
（２）ಶேと⤌⧊の䝺ジリ䜶ンス
（３）䝺ジリ䜶ンス向上に向䛡てᣦᑟဨがฟ᮶ること

２．ಶேに向䛡たാき䛛䛡
（１）ᛮ⪃とឤ情特性を▱る

（２）⮬ᕫ課題のⓎぢ

研修名

３．ಶேと⤌⧊に向䛡た方法
（１）ඹឤ的ഴ⫈訓練
（２）スト䝺ス䝁ー䝢ン䜾研修
（３）アサーション研修
（４）䝣䜷ーカシン䜾研修

４．連ᦠ
（１）⤌⧊඲体でྲྀり⤌䜐

3 8
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［本研修のねらい］

スト䝺スに䛴いてṇしい▱㆑を習得するとともに、⮬㌟のスト䝺スをぢ┤すことでスト䝺スを効ᯝ的に䝬ネジ䝯ントし、上ᡭに௜
き合䛖スキ䝹を㌟に௜䛡ます。
฿㐩┠ᶆ：䐟䝬イン䝗䝣䝹ネスを活用した「⬻のఇめ方」を▱っている。䐠スト䝺スを䝁ントロー䝹できる。䐡集୰ຊ、๰㐀ຊ等

の⮬㌟の能ຊをⓎ᥹できる䜘䛖な意㆑のษり᭰䛘ができる。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ スト䝺スとは
（１）スト䝺スのṇ体
（２）Ⰻいスト䝺スとᝏいスト䝺ス
（３）スト䝺ス཯応

２ スト䝺スをぢ┤す
（１）⮬㌟にとってスト䝺スとは
（２）対ฎ法
（３）ᚰのくせを▱る

３ ᛣりの䝬ネジ䝯ント

４ 䝺ジリ䜶ンスを㘫䛘る

研修名

５ 䝬イン䝗䝣䝹ネス
（１）䝬イン䝗䝣䝹ネスとは
（２）௒、䝬イン䝗䝣䝹ネスが必せとされる理⏤

６ ⬻⛉Ꮫと䝬イン䝗䝣䝹ネス
（１）䝬イン䝗䝣䝹ネスがもたらすもの
（２）䝬イン䝗䝣䝹ネスと⬻⛉Ꮫの関ಀ
（３）䝬イン䝗䝣䝹ネススト䝺スゎᾘ法

７ 䝬イン䝗䝣䝹ネス実践
（１）䝬イン䝗䝣䝹ネス࿧྾法 等

3 9

［本研修のねらい］

⚾た䛱が᪥䚻さらされているスト䝺スを᏶඲になくすことは୙可能です。また、スト䝺スをឤ䛨る時その཯応は、ேに䜘りそれ䛮れ␗なりま
す。
本研修では そのேに䛹の䜘䛖なഴ向があるの䛛を䜶䝙ア䜾ラムを౑い分析することで、スト䝺スと上ᡭに௜き合䛖ᡭ法をᏛ䜃、⮬㌟のス

ト䝺スを効ᯝ的に䝬ネジ䝯ントするスキ䝹を習得します。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１．スト䝺スと䛖まく௜き合䛖

２．スト䝺ス対ฎ法

３．スト䝺スを㍍ῶするワーク

研修名

４．䜶䝙ア䜾ラムとスト䝺ス䝬ネジ䝯ント

５．まとめ

䈜䜶䝙ア䜾ラムとは、ேは生まれもったẼ㉁として9䛴の䝍イプに分
䛡られていると⪃䛘る性᱁ㄽです。

4 0
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

［ カリキュラム等］（通信活用も可）

研修時間：１２時間（２᪥間）または通信活用研修

１ スト䝺スのṇ体
（１）スト䝺スとは
（２）スト䝺スの種類

２ スト䝺スと䛖まく௜き合䛖
（１）スト䝺スのഴ向

３ スト䝺スを㍍ῶする
（１）⮬㌟を䝰䝙䝍ーする
（２）䝁ー䝢ン䜾

研修名

４ 䜶䝙ア䜾ラムとは

５ 䜶䝙ア䜾ラムデ᩿
（１）䝍イプูの⾜ື、ᛮ⪃䝟䝍ーン、特徴

６ 䝍イプูのスト䝺ス䝟䝍ーン
（１）各䝍イプがᢪ䛘るスト䝺スの特徴
（２）スト䝺ス㍍ῶのワーク

4 1

५ॺঞ५ঐॿ४ওথॺधॱॖউશৌૢ

スト䝺スに䛴いてのṇしい▱㆑を習得するとともに、⮬㌟のスト䝺スをぢ┤すことで、スト䝺スを効ᯝ的に䝬ネジ䝯ントし、上ᡭに௜き合䛖
スキ䝹を㌟に௜䛡ます。また、䜶䝙ア䜾ラムもとに䝍イプูのスト䝺ス䝟䝍ーンを▱り、䛹のスト䝺スにᙅいの䛛を理ゎし、⮬㌟のスト䝺ス䝁
ントロー䝹⟇を⪃䛘ます。

［本研修のねらい］

訓練⌧ሙにおいてᣦᑟဨは受講者をᣦᑟするな䛹ᶍ⠊となる❧ሙにあること䛛ら、䝁ンプライアンスをᛕ㢌において、᫖௒、㌟㏆な問題となっ
ている䝝ラス䝯ントに䛴いて῝く理ゎすることが必せです。

本研修では、䝝ラス䝯ントの᭱㏆のື向を理ゎし、キ䝱ン䝟スでⓎ生したアカ䝕䝭ック䝝ラス䝯ントの事౛等を通䛨た対⟇と㜵Ṇ法等に䛴いて習
得することを┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 䝝ラス䝯ントの᭱㏆のື向
（１）セク䝝ラ、䝟ワ䝝ラの⌧≧
（２）アカ䝝ラの実ែ（報㐨౛な䛹）

２ キ䝱ン䝟ス䝝ラス䝯ントとは
（１）Ꮫᰯにお䛡るセク䝝ラ・䝟ワ䝝ラ・アカ䝝ラの⤫୍ᴫᛕ
（２）キ䝱ン䝟ス䝝ラス䝯ントのᐃ⩏

３ キ䝱ン䝟スにお䛡るセク䝝ラの問題
（１）セク䝝ラ⮬ᕫⅬ検シート（認㆑ᗘ）
（２）ᴫᛕ（ᐃ⩏・特徴・⫼ᬒな䛹）
（３）ุ᩿ᇶ準
（４）具体的な事౛やุ౛䛛らᏛ䜆
（５）⮬ᕫⅬ検チェックシートの᣺り㏉り
（６）䜿ースス䝍䝕ィ（セク䝝ラにᕳき㎸まれないためのᚰᵓ䛘
とポイント）

研修名

４ キ䝱ン䝟スにお䛡る䝟ワ䝝ラの問題
（１）䝟ワ䝝ラ⮬ᕫⅬ検チェックシート
（２）ᴫᛕ（ᐃ⩏・特徴・⫼ᬒな䛹）
（３）ุ᩿ᇶ準
（４）具体的な事౛やุ౛䛛らᏛ䜆
（５）⮬ᕫⅬ検チェックシートの᣺り㏉り
（６）䜿ースス䝍䝕ィ（セク䝝ラにᕳき㎸まれないためのᚰᵓ
  䛘とポイント）

５ キ䝱ン䝟スにお䛡るアカ䝝ラの⌧≧
（１）事௳ᩘのቑ加・ከᵝ化・⿕ᐖの῝้化
（２）アカ䝝ラ対⟇へのྲྀり⤌䜏の㔜せ性と法的㈐௵
（３）᭱㏆の⿢ุ౛
（４）アカ䝝ラに関するᏛᰯの対応の⌧≧

６ まとめ
アカ䝝ラ㜵Ṇに向䛡ての␃意Ⅼ

4 2
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［本研修のねらい］

訓練を㐠Ⴀする㝿、༴ᶵ的≧ἣ（᝺事、⮬ẅ）に┤㠃することがあります。この䜘䛖なሙ㠃においてᣦᑟဨが対応できる䜘䛖、
༴ᶵ的≧ἣの対応方法、᝺事ᚋの⑕≧を㋃ま䛘たᨭ᥼、ண㜵ᥐ⨨等ができることを┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 職ဨཬ䜃Ꮫ生の䝯ン䝍䝹䝦䝹ス䜿ア
（１）䝯ン䝍䝹䝦䝹スの♫会的⌧≧（講⩏）
（２）スト䝺スのᇶ♏▱㆑と対ฎ法（講⩏・ワーク）
（３）䛖䛴⑓の▱㆑と᪩ᮇⓎぢ（講⩏・ワーク）
（４）ᵝ䚻な䝯ン䝍䝹୙ㄪ（講⩏）
（５）䝯ン䝍䝹୙ㄪ者への対応法（講⩏・ワーク）

２ ⮬ẅண㜵の実践法（䝀ートキー䝟ーにな䜝䛖）
（１）⮬ẅの⌧≧と⤌⧊的対応（講⩏）

研修名

（２）⮬ẅண㜵に䛴いて（講⩏・ワーク）
（３）㌟㏆なே䛛ら⮬ẅண告されたら（ワーク）
（４）ṚにたいẼᣢ䛱のきき方（ワーク）

３ ᝺事༴ᶵ対応
（１）ᵝ䚻な᝺事に䛴いて（講⩏・ワーク）
（２）᝺事に䜘る⑕≧と対応法（講⩏）
（３）ᝒ᝺な体㦂をしたேへの対応法（講⩏・ワーク）
（４）ᨭ᥼者の䜿ア（講⩏）

4 3

［本研修のねらい］

職種を問わ䛪⌧ሙには༴㝤がⅬᅾしています。この༴㝤を事前にぢᴟめて⾜ືする䜘䛖にしたい。そのためにはᡃᅜᚑ᮶
䛛ら⾜われてきた༴㝤ண▱訓練がありますが、ᅜ㝿的ᇶ準ではリスクアセス䝯ントがᇶ準であり、཮方の関連性と౑い分䛡に
䛴いて習得し、Ᏻ඲意㆑の㧗ᥭをᅗります。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ༴㝤ண▱の㐍め方

２ ༴㝤ண▱ᇶ本4 ラウン䝗法の㐍め方

３ 作業ᣦ♧S T K 訓練

４ ୍ே༴㝤ண▱訓練法

５ リスクアセス䝯ントの必せ性

６ リスクアセス䝯ントの㐍め方

研修名

７ リスク対⟇

4 4
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

Ᏻ඲⾨生の୰でᗈくᬑཬしている訓練⌧ሙのᏳ඲䝟トロー䝹（訓練⌧ሙᕠど）に䛴いては、各訓練⌧ሙのྲྀ⤌䜏内容や⢭
ᗘの䜀ら䛴きが生䛨ているのが⌧≧です。
本研修では、⅏ᐖがⓎ生する前の事前対⟇にリスクアセス䝯ントを加䛘、訓練⌧ሙᕠどのあり方を㏣ồします。

［ カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 訓練⌧ሙᕠどのᇶ本的な⪃䛘
（１）訓練⌧ሙᕠどの⌧≧
（２）訓練⌧ሙᕠどの┠的と㔜せ性

２ ᪂しいぢ方に䜘る訓練⌧ሙᕠどの㐍め方
（１）な䛬⅏ᐖが㉳きるの䛛
（２）ぢ䛘ないものをぢる
（３）≀のጼ䛛ら⾜ືを⪃䛘る
（４）ᐃᖖ作業䛛ら㠀ᐃᖖ作業を⪃䛘る
（５）୙Ᏻ඲⾜ືを⪃䛘る
（６）⌧㇟の⫼ᬒを⪃䛘る

研修名

３ 訓練⌧ሙᕠどの具体的なステップ
（１）訓練⌧ሙᕠど計画
（２）訓練⌧ሙᕠどの実施
（３）訓練⌧ሙᕠどのホ౯
（４）訓練⌧ሙᕠどの事ᚋᥐ⨨
（５）リスクアセス䝯ントの実施౛

４ チェックリスト事౛
（１）チェックリストのグධ方法
（２）チェックリスト

4 5

［本研修のねらい］

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１ ＫＫＫＫＫＫＫＫＫ
（１） ண▱とឤ受性
（２） ᇶ本４ラウン䝗法
（３） １ே䠧䠵䠰法
２ ༴㝤体ឤ訓練（Ᏻ඲㐨ሙで２３種類の体ឤ訓練）
（１） ᖏ㟁（㧗ᅽ、పᅽ、㓄⥺）
（２） ᕳき㎸まれ（ローラー、䠲䝧䝹ト）
（３） ᣳ䜏㎸まれ（ṧᅽプ䝺ス）
（４） ⁥り（㝵ẁ、Ἔᗋ）

研修名 ੐଑৩のञीの஠૫૎ਭਙのുਛ
كध஠૫৬૎ธಫۉێۀق

訓練⌧ሙではᏳ඲のᣦᑟや༴㝤のᢕᥱ、そのᅇ㑊はᣦᑟဨに課せられた職務です。ᣦᑟဨ経㦂や⌧ሙ経㦂のᑡない職
業訓練ᣦᑟဨを対㇟に、䠧䠵䠰のᑟධ訓練と༴㝤の␲ఝ体㦂をすることに䜘り、༴㝤に対する⮬らの「ឤ受性」や「意㆑」の理
ゎを῝め、༴㝤ண▱やᏳ඲ᣦᑟにᐤ୚することを┠的とします。

（༴㝤体ឤ訓練の続き）
（５） 䝠ュー䝬ン䜶ラー体ឤ
（６） ⢊ሻ⇿Ⓨ、⇞↝（⁐๣、⢊䛨ん）
（７） イン䝍ーロック
（䠔） ಖㆤ具体㦂、Ᏻ඲なⲴの㐠䜃方、✚䜏方
（䠕） ษ๰（カッ䝍ー、のこ䛞り）

（１䠌） ⬮❧Ᏻ඲
（１１） Ᏻ඲䠲䠮体㦂、㜵ⅆ㜵⅏体㦂、⾨生体㦂 等
３ ⥲ᣓ
（１） 各種体㦂のまとめとឤ受性の㔊成

䠆 Ᏻ඲㐨ሙ
䠧䠵䠰（６時間）を施タにおいて実施し、༴㝤㐨ሙに䜘る༴㝤体ឤ訓練に䛴い

ては、༴㝤体ឤできる施タにてู㏵実施することとなります。

4 6

注）この研修の実施には事前
䝺ポートのᥦฟが必せです。
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［本研修のねらい］

ເ集活ືにお䛡るプ䝺䝊ンテーションでは、Ꮫ生やồ職者が訓練内容に関ᚰをᢪき、受講の必せ性をឤ䛨、受講をỴᐃする
ため、受講者と訓練施タとの関ಀ、受講者の❧ሙや関ᚰを༑分にᢕᥱ・検討し、効ᯝ的なプ䝺䝊ンテーションを企画実施する
必せがあります。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 説明会にお䛡るプ䝺䝊ンテーションᇶ本
（１）プ䝺䝊ンテーションとは （２）䛹んなᶵ材を౑用する䛛

２ ඃれたプ䝺䝊ン䝍ーの᮲௳
（１）ඃれたプ䝺䝊ン䝍ーの᮲௳（⮬信・⇕意・確信、ᚰ・ᢏ・体）

３ 情報収集に向䛡た䝁䝭ュ䝙䜿ーション
ᖜᗈい情報収集を⾜䛖䝁䝭ュ䝙䜿ーション（䝬ス䝁䝭、
クチ䝁䝭、䝬チ䝁䝭）

４ 受講者の関ᚰを㧗めるプ䝺䝊ンテーションの準備
（１）訓練内容を䠝䠥䠠䠟䠝理ㄽに䜘り䝯ッセージ性を㧗める
（２）䝯リット・䝕䝯リットを明確にし、イ䝯ージをᥥく

研修名

５ 説明会にお䛡るプ䝺䝊ンテーションの実施
（１）リ䝝ーサ䝹を⾜な䛖 （２）リ䝝ーサ䝹の問題Ⅼ

６ 説明会にお䛡るプ䝺䝊ンテーション䝯䝰のタ計
（１）䝯ッセージをỴᐃする （２）資料の活用
（２）ྎ本（ストーリー䝪ー䝗）を䛴くる

７ 説明会にお䛡るプ䝺䝊ンテーションのタ備とᶵ材
（１）プロジェク䝍ーཬ䜃スクリーンのᢅいの注意Ⅼ

䠔 説明会にお䛡るプ䝺䝊ンテーションの䜅リ㏉り
（１）プ䝺䝊ンテーション・チェックリスト
（２）プ䝺䝊ンテーション・䝁ンテスト

4 7

注）この研修の実施には受講生用にネットワーク⎔ቃの䠬䠟が必せです。

［本研修のねらい］

ồ職者を䝍ー䝀ットとし、施タ୍୸となってᆅᇦに᰿ᕪした㞳職者訓練のເ集活ືに䛴いて⪃䛘、Ẽ䛵きを୚䛘ます。
䝍ー䝀ットに対し、㞳職者訓練の㨩ຊを効ᯝ的にఏ䛘るຊを㣴䛖とともに、施タ඲体でྲྀり⤌䜐䜉き⾜ື計画ᅗを作成します。

［カリキュラム等］（通信活用）

研修名

4 8

研修時間：１２時間（事前課題＋集合研修（１᪥間））

１．ເ集活ືの課題

２．ఏ䛘る┦ᡭ

３．䝧ネ䝣ィット

４．ເ集ᡓ␎

５．リサーチ

６．ఏ䛘るとは

７．⾜ື計画ᅗ

䠔．まとめ

研修受講にあたってのご注意

• 本研修はồ職者が䝍ー䝀ットです。

• 事前課題の䛖䛱「訓練生アン䜿ート」は施タ඲体での
ྲྀり⤌䜏となります。

• 「訓練生アン䜿ート」は研修開ጞ３㐌間前までには、
⤊஢し、職業大研修課ᐄに㏦௜してください。
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

Ꮫ༞者を䝍ー䝀ットとし、施タ୍୸となってᆅᇦに᰿ᕪしたເ集活ືのあり方に䛴いて⪃䛘、Ẽ䛵きを୚䛘ます。
䝍ー䝀ットに対し、職業訓練の㨩ຊを効ᯝ的にఏ䛘るຊを㣴䛖とともに、施タ඲体でྲྀり⤌䜐䜉き⾜ື計画ᅗを作成します。

［カリキュラム等］（通信活用）

研修名

4 9

研修時間：１２時間（事前課題＋集合研修（１᪥間））

１．ເ集活ືの課題

２．ఏ䛘る┦ᡭ

３．䝧ネ䝣ィット

４．ເ集ᡓ␎

５．リサーチ

６．ఏ䛘るとは

７．⾜ື計画ᅗ

䠔．まとめ

研修受講にあたってのご注意

• 本研修はᏛ༞者が䝍ー䝀ットです。

• 事前課題の䛖䛱「訓練生アン䜿ート」は施タ඲体での
ྲྀり⤌䜏となります。

• 「訓練生アン䜿ート」は研修開ጞ３㐌間前までには、
⤊஢し、職業大研修課ᐄに㏦௜してください。

［本研修のねらい］

訓練施タにおいてᐃဨ඘㊊率の向上はႚ⥭の課題であり、訓練䝁ース内容の඘実ཬ䜃ᗈ報・ເ集活ືはᴟめて㔜せな業
務です。
本研修では、職業訓練をᗈく୍⯡に࿘▱する䝒ー䝹䛄チラシ䛅に䛴いて、䝍ー䝀ット（ ᗈ報対㇟者）を意㆑した作り方を習得す

ることをねらいとします。（※ webに䜘るᗈ報䝨ージも対応できますのでᕼᮃされる方はご┦ㄯください。）

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 㢳ᐈのᇶ本理ㄽ
集ᐈにお䛡るᇶ本ᡓ␎・ᡓ⾡

２ 集ᐈ䝒ー䝹としてのチラシとは䠛
䝒ー䝹としての䝯リット・䝕䝯リット

３ チラシの作成₇習䐟
䝍ー䝀ット・ア䝢ー䝹ポイント分析

４ チラシไ作のᇶ本
ไ作のὶれと䝕ザイン䝺イアウト・テキストのỴめ方

研修名

５ チラシ作成₇習䐠
䝕ザインラ䝣・のỴめ方・┦஫ホ౯

６ チラシを㨩ຊアップさせるテク䝙ック
䝕ザイン・テキストに䜘る༳㇟の㐪い

７ チラシの作成₇習䐡
チラシの作成・修ṇ

䠔 ┦஫䝺ビュー
䝺ビューとさらなるᨵၿⅬ

䠕 まとめ

5 0

注）この研修の実施には
受講生用にネットワーク
⎔ቃの䠬䠟が必せです。
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［本研修のねらい］

受講者ເ集にᴟめて㔜せな䜸ープンキ䝱ン䝟スの集ᐈ率を㧗めるためには、訓練施タのᙉ䜏な䛹の「セー䝹ス・ポイント（኎
りᡭど⥺）」とⱝ者のᚰをᦂさ䜆る「バイイン䜾・ポイント（㈙いᡭど⥺）」を明確にした上で䝬ッチン䜾させることが୙可Ḟです。

本研修では、特に「バイイン䜾・ポイント（㈙いᡭど⥺）」を意㆑した「プラン䝙ン䜾の準備」䛛ら「イ䝧ント内容の検討」を通䛨て、
訓練施タのᣢ䛴㨩ຊをⱝ者にア䝢ー䝹する方法の習得を┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ 䜸ープンキ䝱ン䝟スへのᮇᚅ
（１）参加者の┠的
（２）参加者の䝙ー䝈
䐟䝝ー䝗㠃

    䐠䝋䝣ト㠃
（３）受䛡ධれ準備「㨩ຊ䛵くり」
䐟ධヨとの関連（䡁䡃．䠝䠫ධヨ）
䐠カリキュラムのᩚ備
䐡既Ꮡ訓練生の教⫱
䐢ᣦᑟဨ・᱌内ேの説明ຊ（講⩏・問い䛛䛡・討議）

２ プラン䝙ン䜾の準備
（１）䝍ー䝀ット
（２）䜸ープンキ䝱ン䝟スのス䝍イ䝹
䐟䝒アー方ᘧ
䐠ಶู対応方ᘧ

（３）セリン䜾（ア䝢ー䝹）・ポイント

研修名

（４）バイイン䜾・ポイント
（５）䝍イムス䜿ジュー䝹（講⩏・討議・ワーク）

３ プラン䝙ン䜾
（１）ス䝍イ䝹のỴᐃ
（２）イ䝧ントの内容
䐟施タ・タ備ぢᏛ
䐠ᤵ業参ほ・参加
䐡訓練体㦂
䐢情報஺᥮会 その他

（３）参加者の䝯リット（講⩏・トーク・䝁䝯ント）

４ プラン䝙ン䜾のホ౯
（１）プラン䝙ン䜾のⓎ⾲
（２）㉁␲応⟅
（３）講ホ（ワーク・講ホ）

5 1

［本研修のねらい］

䝍ー䝀ットに対し、訓練業務の㨩ຊをⓎ信することは㔜せです。訓練生やᏛ生ເ集、イ䝧ント、ぢᏛ会、説明会な䛹ᵝ䚻なሙ㠃で、㨩ຊ
的にⓎ信することは、施タの認▱ᗘを㧗め、訓練業務඲⯡のPDCAを効ᯝ的にᅇすことに䛴ながります。
そこで本研修は施タの㨩ຊを㧗めるための䝬ー䜿ティン䜾ᡓ␎を⪃䛘ます。

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：１２時間（通信研修＋集合研修（１᪥間））

１．課題ᐃ⩏

２．訓練業務と䝬ー䜿ティン䜾

３．訓練業務のビジネス䝰䝕䝹

４．リサーチ

５．ఏ䛘る௙⤌䜏

研修名

６．䝁䝢ーライティン䜾

７．訓練業務の䝧ネ䝣ィット

䠔．䝯ッセージの⤌䜏❧て

䠕．プ䝺䝊ンとセー䝹ストーク

１䠌．⾜ື計画

5 2
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

Ꮫ生等の応ເ者のᣑ大のためには、┦ᡭの䝙ー䝈を‶たすためにᗈ報ᡭẁの᭷効性をわ䛛りやすくᩚ理し、説明できる䜘
䛖にする必せがあります。
本研修では、┦ᡭと┠的をぢᴟめ、┦ᡭに合わせた情報をᥦ౪することをねらいとします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ⌧≧のポス䝍ーな䛹の確認

２ ┦ᡭと┠的
（１）ㄡに向䛡てのア䝢ー䝹の⪃ᐹ
（２）┦ᡭのステージの⪃ᐹ

３ 䠢䠝䠞䠡
（１）┦ᡭに合わせた情報収集
（２）ポス䝍ーや䝟ン䝣䝺ットの作成

研修名

４ 䝠アリン䜾
（１）問題ゎỴ䝠アリン䜾
（２）ᚰ理テク䝙ック

（✚ᴟ的⫈講）

５ プ䝺䝊ンテーション
（１）䠢䠝䠞䠡や䝬トリックスを活用した説明
（２）ᚰ理テク䝙ック
（┦ᡭのᛮい㎸䜏ゎᾘ、ྰᐃのᡶᣔ、䝁トのఏ㐩）

６ ⥲合実ᢏ
（１）┠的と┦ᡭのタᐃ
（２）ポス䝍ー、䝩ーム䝨ージ等の作成
（３）プ䝺䝊ンテーション

5 3

［本研修のねらい］

Ꮫᰯゼ問が༢なる㐍㊰情報（訓練ᰯ情報）のおᒆ䛡だ䛡になっている䜿ースがከいのが⌧≧です。また、Ꮫᰯゼ問を⾜䛖㝿、
ᢸᙜ⛉のᏛ生のことは⇍▱していても、他⛉のᏛ生や༞業生のことを▱ら䛪、Ꮫᰯに༑分な情報の䝣ィー䝗バックができてい
ないことがあります。

本研修では、ධᰯᕼᮃ者のᣑ大に必せなゼ問ඛのᢸ௵等の䝙ー䝈を㋃ま䛘た施タ඲体での効ᯝ的な௙⤌䜏を作ることを
ねらいとします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ Ꮫᰯゼ問の⌧≧と課題
（１）⌧≧と成ᯝの確認
（２）䝍ー䝀ットはఱを▱りたい䛛䠛▱りたい情報をఏ䛘

られている䛛䠛
（３）課題のᢳฟ
（４）ఏ䛘るためのྲྀり⤌䜏検討

２ ᏛᰯูධᏛ者の情報ඹ᭷
（１）Ꮫᰯูの実⦼確認
（２）Ꮫ生お䜘䜃༞業生の⌧≧
（３）ゼ問ᢸᙜᰯの≧ἣ確認

研修名

３ Ꮫᰯゼ問䝒ー䝹の作成
（１）ᢸ௵との関ಀᵓ⠏（事౛等）
（２）ᢸᙜᰯのランク分䛡
（３）ධᏛ者䝺ポートの作成
（４）༞業生䝺ポートの作成

４ ゼ問のロー䝹プ䝺イ
（１）䝍ー䝀ットへのアプローチ
（２）㠃ㄯロー䝹プ䝺イ

5 4
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

⤌⧊の活性化をᅗるための⾜ືとは䡚䛄ឤື䛛らᗈがるႠ業成ᯝ䛅䡚ឤືを࿧䜃㉳こす⾜ືとは䡚ចき䛴䛡る説明ຊとは
䡚㢳ᐈに‶㊊してもら䛘る஺΅をしていくためのスキ䝹を㌟に௜䛡ます。（シーンูに₇習を⾜います。）

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ チームワークとはఱ䛛
ಶ䚻の䝺ジリ䜶ンスを㘫䛘る
⮬ᕫ効ຊឤチェック

２ Ⴀ業に必せな説明ຊ・஺΅ຊ
஺ὶ分析「ゝⴥ㑅䜃」
䝍ー䝀ットと䝍スクの明確化
䚾体㦂Ꮫ習・ワーク・討議䚿

３ Ⴀ業スキ䝹の向上
⛉Ꮫ的アプローチ
プ䝺䝊ンテーションのᇶ本

研修名

４ プ䝺䝊ンテーションの実践
Ⴀ業スキ䝹のⓎ᥹
Ⴀ業ຊ向上に向䛡たᨵၿ

５ 対ேู䝁䝭ュ䝙䜿ーションຊ
䝟ー䝋䝘リテーのᵓ成せ⣲
ゝⴥのやりྲྀり
∝や䛛な⮬ᕫ୺ᙇ法

６ Ⴀ業に必せな活ື䜶ネ䝹䜼ー・₇習
䛄䝍䝣ே間䛅
シーンูのロー䝹プ䝺イン䜾

5 5

［本研修のねらい］

「ồே情報」、「書類ῧ๐」、「㠃接ᣦᑟ」の₇習を䛴䛖䛨てᑵ職ᨭ᥼のᇶ本を習得することをねらいとしています。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ᑵ職ᨭ᥼のᴫせ
（１）職業訓練にお䛡るᑵ職ᨭ᥼の௒᪥的䝙ー䝈
（２）職業訓練とᑵ職ᨭ᥼の課題
（３）ᑵ職ᨭ᥼のᇶ本

２ ồே情報の収集ᨭ᥼
（１）ồே情報収集のᇶ本
（２）ồே情報収集ᨭ᥼₇習
（３）ồே開ᣅ

３ 応ເ書類の作成ᨭ᥼
（１）応ເ書類作成のᇶ本
（２）⮬ᕫ理ゎと௙事理ゎ

研修名

（３）௙事理ゎᨭ᥼₇習
（４）応ເ書類のῧ๐ᣦᑟ

４ 㠃接のᣦᑟ
（１）㠃接のᇶ本
（２）⮬ᕫ理ゎと௙事理ゎ（⮬ᕫア䝢ー䝹と事前対⟇）
（３）㠃接のᣦᑟ₇習

５ ┦ㄯ・計画的なᑵ職活ືのᨭ᥼
（１）┦ㄯのᇶ本（ഴ⫈とᥦ᱌）
（２）計画的なᑵ職活ືへのᨭ᥼

６ ⥲ᣓ
（１）職業訓練を䛴䛖䛨た䇾効ᯝ的䇿なᑵ職ᨭ᥼
（２）䜾䝹ープ䝕ィスカッション

5 6
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

䜸ンライン会議等のᬑཬᣑ大䛛らᑵ職㠃接も䜸ンラインに䜘り⾜われる≧ἣにあります。
ᙜ研修では、䜸ンライン㠃接の特徴を実習等に䜘り明確化することに䜘り各⮬のᣦᑟポイントを䛴䛛䜐ことを┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間

１．䜸ンライン㠃接に䛴いて
（１）䜸ンライン㠃接と対㠃㠃接の㐪い

（２）企業ഃの䝯リットと䝕䝯リット

２．䜸ンライン㠃接の事前準備

研修名

３．䜸ンライン㠃接を౑った᥇用のὶれ

４．㠃接ᐁのホ౯ポイント

５．㠃接ᣦᑟロー䝹プ䝺イン䜾

5 7

［本研修のねらい］

㞀ᐖ等のデ᩿の᭷↓に関ಀなく、⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖとఝた⾜ືをする訓練生の対応方法を習得します。この䜘䛖な訓練生は、
ಶู性が㧗いので対応方法はಶ䚻に合わせる必せがあります。そこで、対㠃実施ならではの、実践的な䜾䝹ープワーク₇習
とロー䝹プ䝺イン䜾に䜘り、本ேを⾜ື特性で理ゎする方法と、⾜ື特性に合わせた㓄៖した接し方の習得を┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ Ⓨ㐩㞀ᐖと⢭⚄㞀ᐖのᇶ♏▱㆑
（１）୺なⓎ㐩㞀ᐖ（䠝䠯䠠、䠯䠨䠠、䠝䠠䠤䠠）
（２）୺な⢭⚄㞀ᐖ（⤫合ኻㄪ⑕、Ẽ分㞀ᐖ）
（３）␲ఝ体㦂₇習

２ 接し方のポイント
（１）やってはい䛡ない接し方
（２）ヰし方のポイント
（３）〔め方のポイント

研修名

３ ⾜ື特性のẼ䛵き
（１）Ẽ䛵きのポイント
（２）ᙉ䜏・ᙅ䜏のⓎぢ₇習

４ 㠃ㄯに䜘るᢕᥱ
（１）⾜ື特性にもと䛵いた対応
（２）㠃ㄯ₇習

５ ᨭ᥼ᶵ関の⤂௓

※本研修は、対㠃実施ᑓ用です。

※䜸ンライン研修をᕼᮃされるときは、
「⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖとఝた⾜ືをする訓
練生へのᨭ᥼Ϩ（理ゎと接し方）」をご
ᣦ名ください。

5 8
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３校  研修要項 _10_ オーダーメイド型研修 _24/11/14_SATO

［本研修のねらい］

㞀ᐖ等のデ᩿の᭷↓に関ಀなく、⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖとఝた⾜ືをする訓練生の対応方法を習得する研修シリー䝈の２䛴┠で
す。理ゎと接し方⦅で習得した方法を活用して、訓練生活や実習のሙ㠃でのᨭ᥼に䛴いて検討できる⤌⧊的なᨭ᥼体ไのᵓ
⠏を┠ᣦします。対㠃実施ならではの、実践的な䜾䝹ープワーク₇習が㇏ᐩにあるのが特徴です。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ⾜ື特性のリ䝣䝺ー䝭ン䜾
（１）リ䝣䝺ー䝭ン䜾とは
（２）リ䝣䝺ー䝭ン䜾₇習

２ ࿘ᅖの訓練生にẼ䛵䛛れないᨭ᥼方法
（１）ᨭ᥼検討のᇶ本方㔪
（２）５䛴のᨭ᥼テク䝙ック
（３）ᨭ᥼検討₇習

研修名

３ ᨭ᥼体ไᵓ⠏
（１）ᨭ᥼体ไᵓ⠏のポイント
（２）グ㘓のとり方
（３）䜶䝢䝋ー䝗グ㘓₇習

４ ᨭ᥼ᶵ関との連ᦠ
（１）ᨭ᥼ᶵ関の⤂௓
（２）ネットワークのᵓ⠏と⥔ᣢ
（３）ア䝗バイス活用₇習

５ 本ே・ᐙ᪘の༠ຊ

※本研修は、対㠃実施ᑓ用です。

※䜸ンライン研修をᕼᮃされるときは、
「⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖとఝた⾜ືをする訓
練生へのᨭ᥼ϩ（訓練のᨭ᥼とᨭ᥼
体ไ）」をごᣦ名ください。

5 9

［本研修のねらい］

本᮶、認▱⾜ື⒪法とは、ものの⪃䛘方や受䛡ྲྀり方（認▱）にാき䛛䛡て、Ẽᣢ䛱をᴦにしたり、⾜ືを䝁ントロー䝹したりする「἞⒪」
方法です。この方法やᡭ法をᏛ䜆ことで、⮬分⮬㌟のものの⪃䛘方を変䛘たり、訓練生との䝁䝭ュ䝙䜿ーションの向上に活䛛したりするこ
とができ、訓練生へのᣦᑟຊを向上することができます。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１．イントロ䝎クション
認▱⾜ື⒪法の⪃䛘方

２．⾜ືでẼᣢ䛱を่⃭する

３．䝁䝭ュ䝙䜿ーションのᇶ本

４．⮬分の⪃䛘方のクセにẼ䛵く

５．⮬分のゝいたいことを適ษに┦ᡭにఏ䛘る

研修名

６．ᮇᚅと⌧実の䜼䝱ップをᇙめる

７．リラク䝊ーション

䠔．問題ゎỴ能ຊを㧗める

䠕．Ẽ௜きをᇶに௒ᚋの関わり方を⪃䛘る

6 0
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［本研修のねらい］

㞀ᐖ等のデ᩿の᭷↓に関ಀなく、⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖとఝた⾜ືをする訓練生の対応方法を習得する研修シリー䝈の 1  䛴┠で
す。実践的な₇習に䜘り、⾜ື特性の理ゎと、㓄៖した接し方の習得を┠ᣦします。
（本研修は、「୍⯡ᰯのᣦᑟဨのための⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖに㓄៖したᨭ᥼と対応」を䜸ンライン用に෌ᵓ成したものです）

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：通信活用研修（ライブ３時間）
１ ⢭⚄㞀ᐖとⓎ㐩㞀ᐖのᇶ♏▱㆑
（１）⢭⚄㞀ᐖのᇶ♏▱㆑
（２）Ⓨ㐩㞀ᐖのᇶ♏▱㆑
（３）ありが䛱な事౛
２ ⾜ື特性にもと䛵いた理ゎ
（１）⾜ື特性とは
（２）課題のある⾜ືを㉳こす理⏤の推 
（３）推 をጉ䛢るⴠとし✰
（４）⾜ື特性のᙉ䜏とᙅ䜏
（５）⾜ື特性のᢕᥱ

研修名

３ ⾜ື特性にあわせた㓄៖した接
し方
（１）リ䝣䝺ー䝭ン䜾
（２）アサーション
（３）ᬯ㯲の஢ゎと᭕᫕な⾲⌧の᤼㝖
（４）〔め方のポイント

４ 事前Ꮫ習の᣺り㏉り
５ 事౛研✲（䜾䝹ープワーク）

※本研修は、通信活用ᆺᑓ用です。

※１䡚３が䜸ン䝕䝬ン䝗、４と５がライブ
での実施です。ライブは、䜸ンラインと
対㠃の䛹䛱らでも実施可能です。

※対㠃２᪥間の研修をᕼᮃされるとき
は、「୍⯡ᰯのᣦᑟဨのための⢭⚄・
Ⓨ㐩㞀ᐖに㓄៖したᨭ᥼と対応（理ゎ
と接し方⦅）」をごᣦᐃください。

6 1

［本研修のねらい］

㞀ᐖ等のデ᩿の᭷↓に関ಀなく、⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖとఝた⾜ືをする訓練生の対応方法を習得する研修シリー䝈の2 䛴┠で
す。訓練生活や実習のሙ㠃でのᨭ᥼に䛴いて検討できる⤌⧊的なᨭ᥼体ไのᵓ⠏を┠ᣦします。
（本研修は、「୍⯡ᰯのᣦᑟဨのための⢭⚄・Ⓨ㐩㞀ᐖに㓄៖したᨭ᥼と対応」を䜸ンライン用に෌ᵓ成したものです）

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：通信活用研修（ライブ３時間）
１ ᨭ᥼体ไのᴫせ
（１）な䛬⤌⧊的なᨭ᥼体ไが必せなの䛛
（２）ᨭ᥼と連ᦠの事౛
（３）ᨭ᥼体ไᵓ⠏の事౛
２ ᨭ᥼体ไとᙺ๭分ᢸ
（１）ᨭ᥼体ไの事౛
（２）ᙺ๭分ᢸのỴめ方

（３）ア䝗バイザーが活㌍できる䜘䛖にする
ポイント
（４）ධᡤ䛛らᑵ職までのᨭ᥼のὶれ

研修名

３ 情報ඹ᭷
４ 訓練のᨭ᥼
（１）ᨭ᥼検討のὶれ
（２）࿘ᅖにẼ䛵䛛れないᨭ᥼方法
（３）５䛴のᨭ᥼テク䝙ック
（４）㓄៖した接し方（᚟習）
（５）✚ᴟ的ഴ⫈の活用
（６）セ䝹䝣トークの活用
５ 事前Ꮫ習の᣺り㏉り
６ 事౛研✲（䜾䝹ープワーク）

※本研修は、通信活用ᆺᑓ用です。

※１䡚４が䜸ン䝕䝬ン䝗、５と６がライブ
での実施です。ライブは、䜸ンラインと
対㠃の䛹䛱らでも実施可能です。

※対㠃２᪥間の研修をᕼᮃされるとき
は、「୍⯡ᰯのᣦᑟဨのための⢭⚄・
Ⓨ㐩㞀ᐖに㓄៖したᨭ᥼と対応（訓練
のᨭ᥼とᨭ᥼体ไ⦅）」をごᣦᐃくださ
い。

6 2
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［本研修のねらい］

㞀ᐖ者ᕪูゎᾘ法では、㞀ᐖ者への「୙ᙜなᕪู的ྲྀᢅいの⚗Ṇ」とともに「合理的㓄៖のᥦ౪」が⩏務化されています。

特に㔜せな、ᚑ᮶の㓄៖と合理的㓄៖の㐪い、法௧でồめられている対応方法に䛴いてᇶ本的な㒊分を習得するとともに、
職業訓練での合理的㓄៖に䛴いて実践的な₇習を⾜います。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１．㞀ᐖ者ᕪูゎᾘ法に䜘る合理的㓄៖ᥦ౪⩏務

２．ᚑ᮶の㓄៖と合理的㓄៖の㐪い

３．♫会的㞀ቨ

４．合理的㓄៖ᣦ㔪

研修名

５．合理的㓄៖の事౛

６．合理的㓄៖の実践₇習

6 3

［本研修のねらい］

䝣䜯シリテーションの┠的は「▷時間で⤖ㄽにた䛹り╔く」とい䛖ことです。本研修では、᪥㡭の訓練や施タ㐠Ⴀがスムー䝈に
⾜䛘る䜘䛖に「ሙの䝕ザイン」、「対ே関ಀ」、「議ㄽのᵓ㐀化」、「合意ᙧ成」のスキ䝹を㌟に௜䛡ることを┠ᣦします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１ ഴ⫈
（１）ഴ⫈とは
（２）ഴ⫈のᢏ法
（３）┦ᡭのアイ䝕ィアの活用

２   アサーション
（１）アサーションとは
（２）⮬㌟の䝁䝭ュ䝙䜿ーション䝍イプの理ゎ
（３）䝁䝭ュ䝙䜿ーションスキ䝹
（４）事౛⤂௓

研修名

３ 䝣䜯シリテーション
（１）Ꮫ習の「ሙの䝕ザイン」
（２）講⩏（⪺く、ぢる、⪃䛘る）のᨭ᥼
（３）༠ാ（ワークショップ）

「ヰし合䛖」、「体㦂する」、「๰作する」

４ ⥲ᣓ

6 4
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［本研修のねらい］

［ カリキュラム等］（通信活用も可）

研修時間：１２時間（２᪥間）または通信活用研修

１ ஺΅䝍ー䝀ットの明確化

２ ㉁問ຊとᥦ᱌ຊのᙉ化

３ ஺΅トークのὙいฟし

４ ஺΅の6ẁ㝵
（１）準備ẁ㝵
（２）ᑟධẁ㝵
（３）䝙ー䝈ᢕᥱẁ㝵
（４）プ䝺䝊ンテーションẁ㝵
（５）サポートẁ㝵
（６）実⾜ẁ㝵

研修名

５஺΅スキ䝹の実践
（１）spin方ᘧ
・䝙ー䝈ᢕᥱのための㉁問ຊ

（２）fabe方ᘧ
・஺΅ሙ㠃でのᥦ᱌ຊᙉ化

（３）DESC方ᘧ
・アサーティブ䝁䝭ュ䝙䜿ーションでのサポート

（４）஺΅ຊの確認
・⾜ືト䝺ー䝙ン䜾の実践

6 5

顧客満足の向上につながる交渉技術

ᅾ職者訓練では䜸ー䝎ー䝯イ䝗ᆺセ䝭䝘ーもከく、事業ᡤ䛛らのせᮃに応䛘るカリキュラムを実施することがồめられます。┦ᡭのᕼᮃ
するᅾ職者訓練の企画が⾜䛘る䜘䛖に事業ᡤのせᮃをṇしくᢕᥱし、カリキュラムや実施方法な䛹お஫いの意ぢをすり合わせた஺΅して
くスキ䝹をᏛ䜃ます。

［本研修のねらい］

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修名

もの䛵くり企業の課題をᢕᥱするために、〇㐀ཎ౯な䛹の㈈務ㅖ⾲の分析が᭷効です。ᚑ業ဨ୍ேᙜたりの௜加౯್生産
性やᅾᗜ㔞の変化な䛹を分析して、課題をⓎぢする╔║Ⅼが必せです。
本研修では、㈈務分析をᇶにしてもの䛵くり企業がᢪ䛘ている課題や䝙ー䝈のぢ方を習得します。

研修時間：１２時間（事前・事ᚋ課題+集合研修６時間）

䛆通信䛇
受講䜺イ䝎ンス

課題䝺ポート

䛆対㠃䛇
事業୺ᨭ᥼業務にお䛡る㈈務の㔜せ性

B/SとP/Lのぢ方

㈈務分析・௜加౯್分析に䜘る企業課題のᢕᥱとポイント

訓練計画への適用（䜾䝹ープワーク）

まとめ

6 6
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［本研修のねらい］

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修名

ᣦᑟဨには、もの䛵くり企業が┤㠃している⌧ሙᨵၿの䝙ー䝈をὝᐹするຊがồめられています。ᆅᇦの経Ⴀ⎔ቃを実ឤし、
⌧ሙᨵၿの対応⟇をඹに⪃䛘て䜖くຊを㌟に䛴䛡な䛡れ䜀なりません。
本研修は、もの䛵くり企業の⌧ሙᨵၿ䝙ー䝈や課題を῝᥀りすることに↔Ⅼをᙜてます。

研修時間：１２時間（事前・事ᚋ課題+集合研修６時間）

䛆通信䛇
受講䜺イ䝎ンス

課題䝺ポート

䛆対㠃䛇
⌧ሙ課題Ⓨぢの຺ᡤ

⌧ሙ課題の可ど化

事業୺ᨭ᥼業へのᶫΏし

訓練プロ䜾ラムのᨵၿ計画❧᱌（䜾䝹ープワーク）

まとめ

6 7

［本研修のねらい］

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修名

ᣦᑟဨは⮬らのே間ຊを向上させて、ᆅඖ企業の経Ⴀ者にఏ᧛させて䜖くことがồめられています。ே間ຊを向上させるた
めには、┤ឤຊを㘫䛘て、䝒キをⰋくして、本㡢でㄒり合䛖ことが必せです。
本研修では、ᣦᑟဨがே間ຊを向上させる຺ᡤを習得します。ே間ຊを☻き上䛢て、ᆅඖ企業の体㉁ᨵၿをಁして⌧ሙຊ

向上に䛴な䛢る方法をᏛ䜃ます。

研修時間：１２時間（事前・事ᚋ課題+集合研修６時間）

䛆通信䛇
受講䜺イ䝎ンス

課題䝺ポート

䛆対㠃䛇
⮬ᕫ理ゎとே間ຊ

ே間ຊ向上のためのポイント

ே間ຊの㘫䛘方

ே間ຊにᇶ䛵いた訓練業務への展開と活用
（䜾䝹ープワーク）

6 8
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［本研修のねらい］

AIの㐍化は୍⯡のビジネスだ䛡でなく、訓練サービス業務඲⯡にわたって大きな変㠉をもたらす可能性があります。特に
ChatGTPや画ീ生成AIな䛹をは䛨めとした生成AIは訓練業務の効率を大きくᨵၿすることがᮇᚅされます。
そこで本研修では生成AIを用いた訓練業務の効率化に䛴いて習得するものです。なお本研修はChatGPTの他、୍㒊Copliot

を利用します。

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：１２時間（通信研修＋集合研修）

１．生成AIの種類とື向

２．䠝䠥時௦にồめられる能ຊ

３．ChatGPTのᇶ本

４．ᇶ本的なプロンプト

研修名

５．訓練業務への活用
・各種報告業務
・教材作成業務
・企画・❧᱌業務

６．訓練業務への展開
・ᅗゎ化
・䝬クロ、関ᩘ

７．生成AIのTips

6 9

研修受講にあたってのご注意
・ChatGTP等の生成AIは、ᢏ⾡㐍化がᴟめて᪩い分㔝
です。そのため研修実施時は、その時Ⅼのᢏ⾡䝺䝧䝹
に合わせ、内容を大きく変更する可能性があります。
・本研修ではChatGPT、Copilotを利用します。アカウント
なしでも受講可能ですが、そのሙ合は、୍㒊の内容に
ไ㝈がධることを理ゎした上、ご受講ください。
・ネットワークに接続されたPCを受講者毎にご準備くだ
さい。
・事前チェックシート（P400）を確認し、受講に問題がな
いことを確認してください。（セキュリティの確認）

［本研修のねらい］

生成AIを訓練サービス業務に適用することで、業務の生産性向上が大きく向上します。
本研修は「生成AIを活用した訓練業務の効率化とポイント」を既にご受講された方や、実践的な活用を検討したい方のため

に、具体的な訓練業務を課題として、生成AIの活用法を習得するものです（事務職の方のご参加も歓迎）。
なお、本研修はMicrosoft Copilotに特化した研修です。

［ カリキュラム等］（通信活用）

研修時間：１２時間（通信研修＋集合研修）

１．生成AIの特徴と倫理

２．Copilotの種類と特徴

３．Copilot（Web版）へのアクセス

４．プロンプトの作り方

研修名

５．訓練業務への活用
・問い合わせ対応
・報告書作成
・企画・会議・計画
・説明会の準備
・各種資料・教材作成
・経理関連業務
・情報収集・分析

６．訓練業務への展開

７．その他

70

研修受講にあたってのご注意
・「生成AIを活用した訓練業務の効率化とポイント」をご受講
されていなくても、問題ありません。
・本研修はMicrosoft Copilot(Web版）を利用します。
・ブラウザMicrosoft Edgeでの受講を推奨します。
・研修受講にあたってはMicrosoftアカウントが必須です。アカ
ウントなしでは受講することはできません。
・ Copilotのバージョンアップ等に伴い、研修実施時に内容を
大きく変更する可能性があります。
・ネットワークに接続されたPCを受講者毎にご準備ください。
・事前チェックシート（P400）を確認し、受講に問題がないこと
を確認してください。（セキュリティの確認）
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［本研修のねらい］

生成AIを䝣䝹活用して、」㞧な訓練プロ䜾ラム企画や㐠Ⴀ業務を効率化するためのプロンプトのタ計方法をᏛ䜃ます。༢な
る、情報収集や୍問୍⟅のቨᡴ䛱ではなく、」㞧な訓練業務で生成AIの「Ᏻᐃした生成」を実⌧するためには、プロンプト䝕ザ
イン(ᅗ㠃)をᥥ䛡る䜘䛖になることが大事です。
本研修では、生成AIึᚰ者でもᥥ䛡るุりやすく実践的な₇習を通䛨て生成AIの䝒䝪と䝁䝒をᏛ䜃ます。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）集合研修

1．ChatGPTの௙⤌䜏(LLM/NLP)
2．プロンプト(୍問୍⟅・ᩓᩥ୍体)

のᩥ法と␃意Ⅼ(ᗙᏛ₇習)
3．生成⾲⌧方法(䝬ーク䝎ウン他)

のバラ䜶ティ(ᗙᏛ₇習)
4．プロンプト䝕ザイン(タ計ᅗ)の
    ᴫᛕ理ゎ(ᗙᏛ₇習)
5．䇾訓練カリキュラムをChatGPTで
  実⌧する䇾のタ計ᅗを作る(₇習)

研修名

6．訓練カリキュラムの௙上䛢
とタ計ᅗのぢ┤し(GW)
7．訓練カリキュラムを教材に
展開するプロンプトタ計ᅗを
作る(₇習)
8.教材の௙上䛢とタ計ᅗのぢ
┤し
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研修受講にあたってのご注意
・ChatGTP等の生成AIは、ᢏ⾡㐍化がᴟめて᪩い分㔝です。
そのため研修実施時は、その時Ⅼのᢏ⾡䝺䝧䝹に合わせ、
内容を大きく変更する可能性があります。
・本研修ではChatGPTを利用します。 ChatGPT↓料アカウン
トを事前にྲྀ得㢪います。
・ネットワークに接続されたPCを受講者毎にご準備ください。
・事前チェックシート（P400）を確認し、受講に問題がないこと
を確認してください。（セキュリティの確認）

［本研修のねらい］

ワークライ䝣バランスとは、「௙事と生活のㄪ࿴」のことをゝいます。内㛶ᗓ「ワークライ䝣バランス᠇❶」に䜘るとワークライ䝣バランスが
実 ⌧された♫会とは「ᑵປに䜘る経῭的⮬❧ができること」、「೺ᗣで㇏䛛な生活のための時間が確ಖできること」、「ከᵝなാき方・生き
方が㑅ᢥできること」とい䛖３䛴をවね備䛘た♫会とされています。
本研修は、⮬㌟の生活を඘実させながら㉁の㧗い受講生対応を⾜ったり、௙事の成ᯝも上がりやすくすることを┠的とします。

［カリキュラム等］

研修時間：１２時間（２᪥間）

１．イントロ䝎クション

２．ワークライ䝣バランスとは

３．ワークライ䝣バランスの㔜せ性

研修名

４．具体的な⤌⧊の事౛研✲

５．ワークライ䝣バランスの５䛴のྲྀり⤌䜏
・時間の౑い方の可ど化
・㍈㊊を⨨いた時間の౑い方
・䝯ンバーとの関ಀの㉁の向上
・チームの時間の౑い方の可ど化
・䝯ンバーとともに生産性をあ䛢る方⟇の❧᱌

６．まとめと䜅り䛛䛘り（㉁␲応⟅）

72

─ 398 ─ ─ 399 ─

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

型
研
修




